
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ. 調査結果 
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１ 男女の地位に関する意識について 

 
１  各分野での男女の地位の平等感 

 
●社会全体でみると『平等である』は 16.0％、『男性が優遇』されているが 74.0％ 

「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」をあわせた『男性

が優遇』は「社会全体でみて」では、74.0％である。 

分野別にみると、『男性が優遇』が大きな割合を占めるのは「社会通念・慣習・しきたり

など」80.0％、次いで「政治の場で」75.2％である。 

「平等である」は、「学校教育の場で」が最も多く 61.6％となっている。 

11.7

16.4

2.8

11.2

36.4

14.1

30.1

38.4

40.3

10.8

36.9

38.8

34.2

49.9

38.4

27.3

61.6

32.9

13.3

33.3

11.3

12.6

1.7

5.7

5.7

2.9

6.4

0.8

4.2

1.5

1.6

0.5

1.3

0.6

1.6

0.5

6.5

8.7

4.2

21.4

11.3

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活で

（Ｎ＝2,752）

職場の中で

（Ｎ＝2,643）

学校教育の場で

　　　　（Ｎ＝2,602）

地域活動の場で

         (Ｎ＝2,602)

政治の場で

  (Ｎ＝2,698)

法律や制度のうえで

　　　　　　(Ｎ＝2,690)

社会通念・慣習・しきたりなど

　　　　　　　　　　　(Ｎ＝2,724)

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性

が優遇されている 平等である

どちらかといえば女性

が優遇されている

女性が優遇

されている
わから

ない

15.3 58.7 16.0 3.0

1.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会全体でみて

　　　　　(Ｎ＝2,698)

 
 



Ⅲ－2 
 

（１）家庭生活で 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 4.8 ポイント低下し、「平等である」が

2.8 ポイント上昇している。 
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【性別】 

『男性が優遇』は女性が 59.2％で、男性（41.6％）を 17.6 ポイント上回っている。ま

た、「平等である」は男性が 44.7％であるのに対し、女性は 31.8％である。 
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は、女性の 60 歳代で最も多く 64.9％である。 
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（２）職場の中で 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 1.2 ポイント上昇し、「平等である」も

1.4 ポイント上昇している。 
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【性別】 

『男性が優遇』は女性が 61.5％で、男性（52.0％）を 9.5 ポイント上回っている。ま

た、「平等である」は男性が 31.6％であるのに対し、女性は 22.9％である。 
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は、60 歳代の女性（69.0％）で最も多く、次いで 40 歳代の女性（67.2％）

が多い。 
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（３）学校教育の場で 

「平等である」が 61.6％で最も多く、平成 21 年度調査と比較して 0.4 ポイント上昇し

ている。 
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【性別】 

男女ともに「平等である」が最も多く、『男性が優遇』は女性が 16.0％で、男性（11.6％）

を 4.4 ポイント上回っている。 
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【性・年代別】 
「平等である」は 20 歳代の男性（82.4％）で最も多く、70 歳以上の女性（50.0％）で

最も少なくなっている。 
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（４）地域活動の場で 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 1.8 ポイント上昇し、「平等である」が

1.9 ポイント低下している。 
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【性別】 

『男性が優遇』は女性が 57.2％で、男性（39.7％）を 17.5 ポイント上回っている。ま

た、「平等である」は男性が 40.4％であるのに対し、女性は 24.7％である。 
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は 50 歳代の女性（69.4％）が最も多く、「平等である」は 20 歳代の男

性（48.6％）が最も多い。 
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（５）政治の場で 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 6.6 ポイント上昇し、「平等である」が

4.4 ポイント低下している。 
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【性別】 

『男性が優遇』は女性が 80.4％で、男性（70.2％）を 10.2 ポイント上回っている。    

また、「平等である」は男性が 18.7％であるのに対し、女性は 7.5％である。 
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は 20 歳代、40 歳～60 歳代の女性で多く、「平等である」は 30 歳代、

70 歳以上の男性で多くなっている。 
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（６）法律や制度のうえで 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 8.5 ポイント上昇しており、「平等であ

る」が 4.4 ポイント低下している。 
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【性別】 

『男性が優遇』は女性が 57.6％で、男性（39.4％）よりも 18.2 ポイント上回っている。

また、「平等である」は男性が 43.1％であるのに対し、女性は 23.0％である。 
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は 20 歳代、40 歳代、60 歳代の女性で多く、「平等である」は 70 歳以

上の男性で多くなっている。 
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（７）社会通念・慣習・しきたりのなかで 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 0.7 ポイント上昇し、「平等である」が

1.4 ポイント上昇している。 

30.1

29.2

49.9

50.1

11.3

9.9

1.7

1.9

1.0

0.5

7.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,724)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,677)

男性が優遇されている
平等である

どちらかといえば女性が

優遇されている
女性が優遇

されている
わから

ない
どちらかといえば男性が

優遇されている

 
【性別】 

『男性が優遇』は女性が 84.0％で、男性（76.2％）を 7.8 ポイント上回っている。

また、「平等である」は男性が 16.4％であるのに対し、女性は 5.9％である。 
 

20.3

40.5

55.9

43.5

16.4

5.9
1.4

1.9
0.9

0.2

4.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,382)

女性(N=1,325)

男性が優遇

されている
平等である

どちらかといえば女性が

優遇されている 女性が優遇

されている
わから

ない

どちらかといえば男性が

優遇されている
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は 20 歳代、40 歳代、50 歳代の女性で多く、「平等である」は 30 歳代、

70 歳以上の男性で多くなっている。 

10.8

15.7

20.1

25.2

24.7

9.4

31.9

48.2

46.0

50.6

37.0

18.5

54.1

46.4

59.8

55.0

54.2

64.6

52.1

27.6

45.7

38.2

49.4

48.6

18.9

23.6

13.5

24.0

8.5

5.9

7.0

12.1

3.5

16.2

2.1

7.4

14.7

17.9

3.9

2.3

14.4

12.6

1.9

0.6

5.7

4.2

0.6

1.4

0.8

1.7

1.4

1.7

1.4

1.2

7.1

5.5

1.7

4.8

4.8

6.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=239)

50歳代(N=313)

60歳代(N=421)

70歳以上(N=192)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=311)

50歳代(N=259)

60歳代(N=316)

70歳以上(N=173)

平等である わからない

どちらかといえば男性が

優遇されている
男性が優遇

されている

どちらかといえば女性が

優遇されている

女性が優遇

されている
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（８）社会全体でみて 

平成 21 年度調査と比較して『男性が優遇』は 2.8 ポイント上昇し、「平等である」が

1.2 ポイント低下している。 
しかし、平成 14 年度、18 年度調査と比較すると『男性が優遇』は低下し、「平等であ

る」は上昇している。 

15.3

13.0

15.0

17.4

58.7

58.2

62.4

62.0

16.0

17.2

13.2

9.6
1.7

3.0

4.1

3.0

1.6

0.4

1.5

0.9

7.6

6.1

5.4

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,698)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,664)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,686)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,320)

男性が優遇

されている
どちらかといば男性が

優遇されている 平等である

どちらかといば女性が

優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

 
【性別】 

『男性が優遇』は女性が 82.2％で、男性（66.3％）を 15.9 ポイント上回っている。ま

た、「平等である」は男性が 21.8％であるのに対し、女性は 9.7％である。 

9.3

21.8

57.0

60.4

21.8

9.7
1.3

4.7
2.0

1.0

5.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,374)

女性(N=1,307)

男性が優遇

されている 平等である

どちらかといえば女性が

優遇されている

女性が優遇

されている

わからない

どちらかといえば男性が

優遇されている
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【性・年代別】 
『男性が優遇』は 40 歳代、60 歳代の女性で多く、「平等である」は 30 歳代、50 歳代

の男性で多くなっている。 

2.8

5.7

7.4

10.6

12.8

7.3

12.8

29.3

23.5

21.7

21.3

17.6

48.6

43.6

60.5

55.8

60.8

59.6

64.9

48.5

64.0

60.5

63.8

55.8

20.8

25.7

22.2

25.2

16.9

23.3

12.8

9.6

7.1

8.7

10.8

12.7

2.1

1.2

11.1

8.6

5.2

7.4

11.4

1.0

0.6

1.2

2.4

4.7

3.4

3.2

5.8

7.1

11.1

0.6

3.0

0.6

1.6

1.7

1.6

5.6

9.3

9.7

4.2

2.5

5.1

4.4

5.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=72)

30歳代(N=140)

40歳代(N=243)

50歳代(N=310)

60歳代(N=413)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=167)

40歳代(N=311)

50歳代(N=253)

60歳代(N=315)

70歳以上(N=165)

平等である わからない

どちらかといえば男性が

優遇されている
男性が優遇

されている

どちらかといえば女性が

優遇されている

女性が優遇

されている
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２  日常生活の中で男女の不平等を一番感じるところ 

 
●「地域社会」が最も多く、次いで「職場」 

日常生活の中で男女の不平等を一番感じるところは、「地域社会」が最も多く 30.9％とな

っており、平成 21 年度調査と比較して 0.6 ポイント上昇している。また、「職場」は、23.9％
であり、1.6 ポイント上昇している。 

15.4

17.2

23.9

22.3

30.9

30.3 17.9

17.3 12.4

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,756)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,719)

家庭 職場 地域社会 不平等は感じない わからない

 
【性別】 

男女とも「地域社会」が最も多く、男性 29.5％、女性 32.7％となっている。「家庭」は

男性 10.3％に対し女性は 20.4％である。また、「不平等を感じない」は男性 21.7％に対

し女性は 12.8％である。 

10.3

20.4

26.4

21.5

29.5

32.7 12.8

21.7 12.1

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,392)

女性(N=1,347)

家庭 職場 地域社会 不平等は感じない わからない
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【性・年代別】 
60 歳代の男女で「地域社会」に不平等を感じる割合が多く、30 歳代の男女で「職場」

に不平等を感じる割合が多い。 

2.7

4.2

9.1

13.3

8.2

19.1

13.0

18.7

18.1

28.1

16.4

26.0

27.0

31.7

29.0

27.5

24.2

21.1

23.9

33.9

24.8

21.3

20.4

6.1

27.0

31.7

17.8

27.8

37.6

28.1

25.0

21.6

36.5

33.6

39.9

27.0

23.9

24.1

19.0

19.9

25.6

18.5

14.0

6.8

10.7

13.0

19.9

19.9

12.3

10.1

6.0

19.6

11.7

13.9

6.3

10.2

20.9

21.6 21.6

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=241)

50歳代(N=316)

60歳代(N=417)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=171)

40歳代(N=310)

50歳代(N=253)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=196)

家庭 職場 地域社会 不平等は感じない わからない
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３  「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方 

 
●「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方に『同感しない』は 53.2％ 

「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方に『同感する』（「同感する」

と「どちらかといえば同感する方である」の合計）は 41.2％で、平成 21 年度調査と比較し

て、6.8 ポイント低下している。『同感しない』（「同感しない」と「どちらかといえば同感

しない方である」の合計）は 53.2％で、7.0 ポイント上昇している。 

5.8

7.3

10.4

7.0

35.4

40.7

37.9

22.8

21.7

24.5

20.5

22.3

18.7

5.6

5.8

4.9

2.6
28.5

31.4 21.8

24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,786)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,748)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,811)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,551)

同感する

どちらかといえば

同感する方である
どちらかといえば

同感しない方である 同感しない わからない

『同感する』 『同感しない』

どちらともいえない

 

【性別】 
『同感する』は男性が 48.1％で、女性（34.2％）を 13.9 ポイント上回っており、一方

『同感しない』は女性が 60.0％で、男性（46.5％）を 13.5 ポイント上回っている。 

7.1

4.5

41.0

29.7

26.6

36.7 23.3

19.9

5.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,411)

女性(N=1,358)

同感する

どちらかといえば

同感する方である

どちらかといえば

同感しない方である 同感しない わからない

『同感する』 『同感しない』
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【性・年代別】 
『同感する』は、男女とも年齢とともに高くなる傾向にあるが、20 歳代の女性では、

30 歳代の女性に比べて、4.4 ポイント高くなっている。 

2.7

5.6

6.6

5.0

6.1

15.4

2.3

3.2

2.0

3.7

15.3

23.0

31.3

42.3

42.5

44.0

43.8

22.8

16.1

30.6

29.8

36.0

33.2

32.4

38.2

27.0

23.3

25.1

24.5

40.2

35.1

39.2

38.8

38.8

26.5

20.8

18.3

21.4

21.5

13.9

28.3

38.5

22.0

26.3

20.0

10.7

5.8

7.9

3.3

2.4

8.7

8.0

5.1

3.1

1.5

14.3

25.7 16.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=241)

50歳代(N=318)

60歳代(N=423)

70歳以上(N=208)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=174)

40歳代(N=314)

50歳代(N=255)

60歳代(N=325)

70歳以上(N=196)

同感する
どちらかといえば

同感する方である

どちらかといえば

同感しない方である 同感しない わからない

『同感する』 『同感しない』
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【地域別】 
『同感しない』は湖東地域（60.5％）、東近江地域（58.5％）で多くなっている。 

6.7

6.2

8.6

3.2

2.2

6.4

7.9

36.8

36.6

35.7

32.9

31.3

36.9

34.2

30.1

32.3

25.7

36.1

32.1

30.6

33.3

18.8

23.6

22.4

28.4

19.1

19.3

6.4

5.5

6.0

7.0

5.3

22.5 3.9

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大津地域(N=712)

湖南地域(N=650)

甲賀地域(N=280)

東近江地域(N=438)

湖東地域(N=268)

湖北地域(N=314)

湖西地域(N=114)

同感する
どちらかといえば

同感する方である

どちらかといえば

同感しない方である 同感しない わからない

『同感する』 『同感しない』
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４  「同感する」「どちらかといえば同感する方である」と考える理由 

 
●「母親が家庭にいた方が、子どもの成長にとって良いと思うから」が 40.2％ 

「男性が仕事をし、女性が家庭を守るべき」という考え方に『同感する』理由は、「母親

が家庭にいた方が、子どもの成長にとって良いと思うから」が最も多く、40.2％となって

いる。 

40.2 

26.8 

13.9 

7.7 

5.6 

3.1 

2.7 

0 10 20 30 40 50

母親が家庭にいた方が、子どもの成長にとって良いと

思うから

能力的にみて、男性は仕事に向いており、女性は家

事・育児・介護等に向いていると思うから

仕事と家庭を両立するより、性別で役割を

分担した方が効率が良いと思うから

配偶者や家族が望んでいるから

日本の伝統だと思うから

その他

理由を考えたことはない

(%)

Ｎ=1,149

 
 
【性別】 

「母親が家庭にいた方が、子どもの成長にとって良いと思うから」は男性 38.9％に対

し、女性が 42.3％であり女性の方が 3.4 ポイント上回っている。また、「能力的にみて、

男性は仕事に向いており、女性は家事・育児・介護等に向いていると思うから」も男性

25.7％に対し、女性が 28.1％であり女性の方が 2.4 ポイント上回っている。 

38.9 

25.7 

16.0 

8.6 

5.3 

2.4 

3.1 

42.3 

28.1 

11.2 

6.4 

5.6 

4.3 

2.1 

0 10 20 30 40 50

母親が家庭にいた方が、子どもの成長にとって

良いと思うから

能力的にみて、男性は仕事に向いており、女性は

家事・育児・介護等に向いていると思うから

仕事と家庭を両立するより、性別で役割を分担した

方が効率が良いと思うから

配偶者や家族が望んでいるから

日本の伝統だと思うから

その他

理由を考えたことはない

(%)

男性(N=676)

女性(N=466)
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【性・年代別】 
「母親が家庭にいた方が、子どもの成長にとって良いと思うから」は 20 歳代の男女、

30 歳代の男性で多くなっている。 

69.6 

54.9 

40.7 

36.7 

34.0 

35.0 

61.9 

34.4 

35.8 

39.5 

43.8 

48.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=23)

30歳代(N=51)

40歳代(N=118)

50歳代(N=147)

60歳代(N=212)

70歳以上(N=123)

〔女性〕20歳代(N=21)

30歳代(N=32)

40歳代(N=106)

50歳代(N=81)

60歳代(N=128)

70歳以上(N=98)

(%)

21.7 

11.8 

22.0 

21.8 

29.7 

34.1 

0.0 

40.6 

35.8 

35.8 

27.3 

16.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

0.0 

17.6 

11.9 

21.8 

20.3 

8.1 

19.0 

12.5 

11.3 

9.9 

11.7 

9.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

8.7 

7.8 

11.9 

12.2 

4.7 

8.1 

0.0 

6.3 

5.7 

4.9 

6.3 

10.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

母親が家庭にいた方が子ど

もの成長にとって良いと思う

から

配偶者や家族が望んで

いるから

仕事と家庭を両立するより、性

別で役割を分担した方が効率が

良いと思うから

能力的にみて、男性は仕事に向い

ており、女性は家事・育児・介護等

に向いていると思うから

 

0.0 

0.0 

3.4 

3.4 

5.7 

12.2 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

6.3 

16.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=23)

30歳代(N=51)

40歳代(N=118)

50歳代(N=147)

60歳代(N=212)

70歳以上(N=123)

〔女性〕20歳代(N=21)

30歳代(N=32)

40歳代(N=106)

50歳代(N=81)

60歳代(N=128)

70歳以上(N=98)

(%)

日本の伝統だと思うから

0.0 

3.9 

5.1 

2.7 

1.9 

0.0 

9.5 

0.0 

9.4 

7.4 

1.6 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

その他

0.0 

3.9 

5.1 

1.4 

3.8 

2.4 

9.5 

6.3 

1.9 

0.0 

3.1 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

理由を考えたことはない
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５  「どちらかといえば同感しない方である」「同感しない」と考える理由 

 
●「男女共に仕事と家事・育児・介護等の両方に関わる方が、各個人、家庭にとって良いと

思うから」が 43.7％ 
「男女共に仕事と家事・育児・介護等の両方に関わる方が、各個人、家庭にとって良い

と思うから」が 43.7％で最も多く、次いで「性別によって一律に役割を決めることはおか

しいと思うから」が 24.6％である。 

43.7 

24.6 

15.8 

12.0 

2.8 

1.0 

0 10 20 30 40 50

男女共に仕事と家事・育児・介護等の両方に関わる方が、

各個人、家庭にとって良いと思うから

性別によって一律に役割を決めることは

おかしいと思うから

家庭以外の場面でも、女性の能力を

いかせると思うから

女性も仕事をする方が、生活が

安定すると思うから

その他

理由を考えたことはない

(%)

Ｎ＝1,462

 
【性別】 

「男女共に仕事と家事・育児・介護等の両方に関わる方が、各個人、家庭にとって良

いと思うから」は男性 36.6％に対し、女性が 49.5％であり女性の方が 12.9 ポイント上回

っている。 

36.6 

25.5 

17.4 

15.1 

4.2 

1.2 

49.5 

24.3 

14.1 

9.6 

1.7 

0.9 

0 10 20 30 40 50 60

男女共に仕事と家事・育児・介護等の両方に関わる方が、

各個人、家庭にとって良いと思うから

性別によって一律に役割を決めることは

おかしいと思うから

家庭以外の場面でも、女性の能力をいかせると思うから

女性も仕事をする方が、生活が安定すると思うから

その他

理由を考えたことはない

(%)

男性(N=648)

女性(N=804)
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【性・年代別】 
「男女共に仕事と家事・育児・介護等の両方に関わる方が、各個人、家庭にとって良

いと思うから」は 40 歳代～60 歳代の女性に多い。 

38.5 

34.1 

34.6 

36.6 

39.3 

33.3 

41.5 

46.1 

50.0 

57.8 

50.3 

41.9 

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=39)

30歳代(N=85)

40歳代(N=107)

50歳代(N=142)

60歳代(N=199)

70歳以上(N=78)

〔女性〕20歳代(N=65)

30歳代(N=128)

40歳代(N=188)

50歳代(N=166)

60歳代(N=183)

70歳以上(N=76)

(%)

男女共に仕事と家事・育児・介護等の

両方に関わる方が、各個人、家庭に

とって良いと思うから

35.9 

23.5 

24.3 

31.7 

20.9 

24.4 

36.9 

27.3 

25.8 

18.7 

20.2 

24.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

性別によって一律に役割を決め

ることはおかしいと思うから

5.1 

9.4 

20.6 

13.4 

23.5 

20.5 

9.2 

9.4 

15.6 

15.1 

17.5 

12.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

家庭以外の場面でも、女性の能

力をいかせると思うから

15.4 

14.1 

18.7 

15.5 

11.2 

20.5 

12.3 

12.5 

6.5 

6.0 

10.9 

14.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

女性も仕事をする方が、生活が

安定すると思うから

 

5.1 

16.5 

1.9 

2.8 

2.0 

1.3 

0.0 

3.1 

2.2 

2.4 

0.0 

2.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=39)

30歳代(N=85)

40歳代(N=107)

50歳代(N=142)

60歳代(N=199)

70歳以上(N=78)

〔女性〕20歳代(N=65)

30歳代(N=128)

40歳代(N=188)

50歳代(N=166)

60歳代(N=183)

70歳以上(N=76)

(%)

その他

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

0.0 

1.1 

4.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

理由を考えたことはない
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６  制度や用語の周知度 

 
●『周知度』（「内容まで知っている」と「聞いたことはあるが内容は知らない」の合計）が

最も高いのは「セクシュアル・ハラスメント」97.5％であり、次いで「DV（ドメスティッ

ク・バイオレンス）」96.6％となっている。一方、周知度が低いのは「リプロダクティブ・

ヘルス/ライツ」24.2％、「ポジティブ・アクション」36.7％となっている。 

26.4 

5.6 

5.6 

19.2 

81.9 

82.4 

44.5 

4.0 

22.5 

56.9 

46.0 

31.1 

33.1 

15.6 

14.2 

29.5 

20.2 

40.3 

16.7 

48.5 

63.3 

47.7 

2.5 

3.5 

26.1 

75.8 

37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会

(Ｎ＝2,759)

滋賀県男女共同参画推進条例

(Ｎ＝2,747)

ポジティブ・アクション

(Ｎ＝2,728)

ジェンダー

(Ｎ＝2,692)

セクシュアル・ハラスメント

(Ｎ＝2,735)

DV

(Ｎ＝2,741)

デートＤＶ

(Ｎ＝2,729)

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

(Ｎ＝2,744)

ワーク・ライフ・バランス

(Ｎ＝2,745)

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 



Ⅲ－28 
 

（１）男女共同参画社会 

「男女共同参画社会」の『周知度』は 83.3％で、平成 21 年度調査と比較して、0.6 ポ

イント低下している。 

26.4

28.3

56.9

55.6

16.7

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,759)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,806)

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は男性 84.4％、女性 82.1％で男性の方がやや高くなっている。 

26.2

26.5

58.2

55.6

15.6

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,406)

女性(N=1,336)

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
「内容まで知っている」は、20 歳代の男女で多くなっているが、30 歳代の男女では少

なくなっている。 

37.8

17.4

19.9

31.0

28.2

23.8

44.7

14.5

22.0

29.0

27.8

29.6

41.9

61.1

60.6

53.5

58.1

67.0

48.9

52.9

61.7

61.1

57.7

40.9

20.3

21.5

19.5

15.5

13.7

9.2

6.4

32.6

16.3

9.9

14.5

29.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=241)

50歳代(N=316)

60歳代(N=422)

70歳以上(N=206)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=313)

50歳代(N=252)

60歳代(N=317)

70歳以上(N=186)

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

『周知度』

まったく知らない
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（２）滋賀県男女共同参画推進条例 

「滋賀県男女共同参画推進条例」の『周知度』は 51.6％で、平成 21 年度調査と比較し

て、2.4 ポイント上昇している。 

5.6

5.0

4.7

4.1

46.0

44.2

51.9

43.6

48.5

50.8

43.3

52.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,747)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,799)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,551)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,407)

内容まで

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は男性 50.0％、女性 53.5％と女性の方がやや高くなっている。 

5.5

5.8

44.5

47.7

50.0

46.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,394)

女性(N=1,336)

内容まで

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
『周知度』は、男女とも年齢とともに高くなる傾向にあるが、30 歳代の女性では、低

くなっている。 

5.0

6.4

6.9

6.5

3.8

4.7

7.8

11.2

35.1

45.1

35.7

39.6

50.5

52.8

44.7

30.8

51.1

53.9

52.5

42.5

64.9

53.5

59.3

54.0

42.6

40.7

46.8

69.2

45.0

41.3

39.8

46.4

8.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=241)

50歳代(N=313)

60歳代(N=420)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=313)

50歳代(N=254)

60歳代(N=322)

70歳以上(N=179)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（３）ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」の『周知度』は 36.7％で、平成 21 年

度調査と比較して、0.2 ポイント上昇している。 

5.6

4.4

2.9

2.3

31.1

32.1

20.9

19.5

63.3

63.5

76.2

78.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,728)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,770)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,492)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,298)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は、男性 36.3％、女性 37.1％で男女間に大きな差は見られない。 

6.1

5.3

30.2

31.8

63.7

62.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,382)

女性(N=1,329)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ－33 
 

【性・年代別】 
『周知度』は、20 歳代の女性が 46.8％と最も高く、一方 30 歳代の女性が 22.1％と最

も低くなっている。 

5.4

4.2

8.4

4.5

7.5

4.6

10.6

1.2

2.9

6.0

6.9

6.7

27.0

27.5

27.6

29.1

32.5

33.3

36.2

20.9

31.4

33.3

35.5

32.4

67.6

68.3

64.0

66.5

60.1

62.1

53.2

77.9

65.7

60.7

57.5

60.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=239)

50歳代(N=313)

60歳代(N=416)

70歳以上(N=195)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=312)

50歳代(N=252)

60歳代(N=318)

70歳以上(N=179)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（４）ジェンダー（社会的性別） 

「ジェンダー（社会的性別）」の『周知度』は 52.3％で、平成 21 年度調査と比較して、

3.5 ポイント上昇している。 

19.2

17.3

16.4

11.1

33.1

31.5

27.1

17.6

47.7

51.2

56.4

71.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,692)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,779)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,488)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,310)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は、男性 50.9％、女性 53.7％で女性の方がやや高い。 

18.2

19.8

32.7

33.9

49.1

46.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,365)

女性(N=1,310)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
「内容まで知っている」は 20 歳代の女性が最も多く、47.9％となっている。 

27.8

23.9

25.9

17.0

13.8

11.4

47.9

16.1

24.6

16.9

14.0

14.0

27.8

41.5

24.3

35.0

33.4

33.0

30.9

37.5

35.8

35.8

31.8

28.7

44.4

34.5

49.8

47.9

52.8

55.7

21.3

46.4

39.6

47.2

54.2

57.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=72)

30歳代(N=142)

40歳代(N=239)

50歳代(N=311)

60歳代(N=413)

70歳以上(N=185)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=168)

40歳代(N=313)

50歳代(N=254)

60歳代(N=308)

70歳以上(N=171)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない
まったく知らない

『周知度』
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（５）セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 

「セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）」の『周知度』は 97.5％で、平成

21 年度調査と比較して、2.0 ポイント上昇している。 

81.9

82.9

74.4

73.5

15.6

12.6

17.3

17.0

2.5

4.5

8.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,735)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,801)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,520)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,355)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は男性 98.1％、女性 96.8％で男性の方がやや高い。 

82.2 

81.6 

15.9 

15.2 

1.9 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,389)

女性(N=1,329)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
『周知度』は、20 歳代、30 歳代の男性、20 歳代、40 歳代の女性で 100％となってい

る。 

87.8

90.3

95.0

83.5

76.8

67.4

93.6

90.8

93.9

86.1

75.9

48.0

9.7

15.2

20.8

27.5

6.4

6.9

13.1

20.6

37.4

1.3

2.4

5.2

0.8

3.5

14.5

6.1

4.1

12.2

2.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=419)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=313)

50歳代(N=252)

60歳代(N=315)

70歳以上(N=179)

内容まで知っている

『周知度』

まったく

知らない
聞いたことはあるが

内容は知らない

 



Ⅲ－38 
 

（６）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス、配偶者・パートナーからの暴力） 

「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス、配偶者・パートナーからの暴力）」の『周知

度』は 96.6％で、平成 21 年度調査と比較して、3.4 ポイント上昇している。 

82.4

79.3

69.6

58.2

14.2

13.9

19.0

23.8

3.5

6.7

11.4

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,741)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,799)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,517)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,331)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は、男性 97.2％、女性 95.9％で男性の方がやや高い。 

81.5

83.2

15.7

12.7

2.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,399)

女性(N=1,325)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
『周知度』は、20 歳代、30 歳代の男性、20 歳代、40 歳代の女性で 100％となってい

る。 

90.5

91.5

95.0

83.5

75.9

64.2

93.6

93.1

95.8

88.1

79.8

43.6

15.9

19.4

27.9

6.4

11.1

15.1

36.6

0.6

4.7

8.0

0.8

5.0

19.8

5.7

4.2

4.1

8.5

9.5

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=423)

70歳以上(N=201)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=313)

50歳代(N=253)

60歳代(N=317)

70歳以上(N=172)

内容まで知っている

『周知度』 まったく

知らない

聞いたことはあるが

内容は知らない
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（７）デートＤＶ（恋人間に起こるＤＶ） 

「デートＤＶ（恋人間に起こるＤＶ）」の『周知度』は、74.0％となっている。 

44.5 29.5 26.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,729)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない
まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は、男性 70.2％、女性 77.8％で女性の方が高い。 

37.3

52.1

32.9

25.7

29.8

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,395)

女性(N=1,318)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
『周知度』は、20 歳代～50 歳代の女性で高くなっている。 

37.8

47.9

49.0

36.7

30.7

30.7

70.2

55.2

67.1

51.2

43.0

30.5

37.8

28.5

26.8

34.8

36.2

30.7

12.8

25.3

18.5

28.7

29.6

33.9

24.3

23.6

24.3

28.4

33.1

38.7

17.0

19.5

14.4

20.1

27.4

35.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=239)

50歳代(N=313)

60歳代(N=423)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=313)

50歳代(N=254)

60歳代(N=307)

70歳以上(N=174)

内容まで知っている

『周知度』

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない
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（８）リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利） 

「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」の『周知度』

は、24.2％で、平成 21 年度調査と比較して、1.9 ポイント低下している。 

4.0

5.3

3.6

4.0

20.2

20.8

16.5

16.5

75.8

73.9

79.9

79.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,744)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,788)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,492)

平成14年度調査

　　　(Ｎ＝3,312)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は、男女ともに 24.2％となっている。 

3.4

4.7

20.8

19.5

75.8

75.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,399)

女性(N=1,329)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない
まったく知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
『周知度』は、70 歳以上の男女で高くなっている。 

4.2

2.5

1.6

3.3

7.5

6.4

1.7

5.1

5.5

3.2

7.4

25.0

21.6

17.8

21.3

26.1

23.4

16.1

16.6

18.4

20.1

26.7

94.6

70.8

75.9

80.6

75.4

66.3

70.2

82.2

78.3

76.2

76.7

65.9

2.7
2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=423)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=314)

50歳代(N=256)

60歳代(N=313)

70歳以上(N=176)

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない
まったく知らない

『周知度』
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（９）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」の『周知度』は、62.8％で、平成

21 年度調査と比較して、1.3 ポイント低下している。 

22.5

20.1

40.3

44.0

37.2

35.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,745)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,791)

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』

 
【性別】 

『周知度』は、男性 66.8％、女性 58.7％で男性の方が高い。 

24.5

20.5

42.3

38.2

33.2

41.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,398)

女性(N=1,330)

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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【性・年代別】 
「内容まで知っている」は、20 歳代の男女、30 歳代の男性で高くなっている。 

 

40.5

42.4

34.9

21.4

17.9

12.1

41.5

21.3

26.5

16.0

14.5

15.0

29.7

29.9

31.5

42.8

49.1

53.8

34.0

40.2

31.3

41.4

45.3

33.9

29.7

27.8

33.6

35.8

33.0

34.2

24.5

38.5

42.2

42.6

40.2

51.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=241)

50歳代(N=313)

60歳代(N=424)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=313)

50歳代(N=256)

60歳代(N=311)

70歳以上(N=180)

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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２ 女性の働き方について 

 
１  女性自身が考える理想の働き方と現実の働き方 

 
 ●理想と現実ともに「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続

ける」が最も多い 

女性自身の考える『理想』の働き方は、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパ

ートタイムで仕事を続ける」（34.5％）が最も多く、次いで「子育ての時期だけ仕事を一時

やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」（24.5％）、「仕事を続ける」（23.6％）が多く

なっている。 

一方、『現実』の働き方は、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイム

で仕事を続ける」（35.1％）が最も多く、次いで「仕事を続ける」（26.5％）、「子育ての時

期だけ仕事を一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」（16.3％）が多くなっている。 

23.6 

26.5 

6.1 

6.3 

24.5 

16.3 

34.5 

35.1 

7.0 

6.5 

1.5 

2.9 

2.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=1,305)

現実

(N=1,263）

子育ての時期だけ仕事を

一時やめ、その後はフルタ

イムで仕事を続ける

子育ての時期だけ仕事を一時

やめ、その後はパートタイムで

仕事を続ける

子どもができるまで仕事

を持ち、子どもができたら

仕事を持たない
仕事をもたない結婚するまで仕事をもち、結

婚後は仕事を持たない
その他

仕事を続ける
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【『理想』の働き方の性・年代別】 
「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」と「子

育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」はともに 20 歳代

の女性で最も多い。「仕事を続ける」は 50 歳代の女性で最も多い。 

17.0

24.7

21.8

29.7

24.2

18.9

4.3

5.3

3.3

3.1

7.3

16.4

27.7

25.9

23.2

27.0 6.3

21.9

25.4

42.6

35.9

37.5

36.7

34.7

17.0

3.5

8.5

8.8

6.3

6.4

9.4

1.3

1.6

2.3

2.0

4.7

2.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=307)

50歳代(N=256)

60歳代(N=314)

70歳以上(N=159)

zz

子育ての時期だけ仕事

を一時やめ、その後はフ

ルタイムで仕事を続ける
子育ての時期だけ仕事を一

時やめ、その後はパートタイ

ムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事

を持ち、子どもができた

ら仕事を持たない 仕事をもたない

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は仕事を持たない
その他

仕事を続ける

 
【『現実』の働き方の性・年代別】 

「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」は 60 歳

代の女性で最も多く、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はフルタイムで仕事を

続ける」は 20 歳代の女性で最も多い。また、「仕事を続ける」は、50 歳代の女性で最も

多い。 

27.7

31.5

28.7

33.7

21.1

14.9

1.1

3.7

4.3

3.5

10.4

13.5

29.8

14.8

13.4

18.2

3.7

4.1 12.8

16.5

15.0

33.0

34.0

39.0

33.3

40.1

22.3

6.2

2.1

7.3

3.9

5.0

14.2

2.1

3.0

1.6

3.3

4.3

6.2

2.7

7.5

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=162)

40歳代(N=300)

50歳代(N=255)

60歳代(N=299)

70歳以上(N=148)

zz

子育ての時期だけ仕事を

一時やめ、その後はフル

タイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ仕事を一

時やめ、その後はパートタイ

ムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事

を持ち、子どもができた

ら仕事を持たない

仕事をもたない

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は仕事を持たない

その他
仕事を続ける
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【女性の働き方の『理想』と『現実』の相関関係】 

女性の働き方の理想と現実を比較すると、「仕事を続ける」を理想とする回答者の

51.0％が現実と一致しており、また、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパー

トタイムで仕事を続ける」を理想としている回答者の 48.7％が現実と一致している。 

他方、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」、「子

どもができるまで仕事を持ち、子どもができたら仕事を持たない」を理想としながらも、

現実には「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」

となる傾向が表れている。 

 

 

 
　　　　　　　現実
理想

合計
仕事を続
ける

結婚まで
働き後仕
事をやめ
る

子育ての
時期はや
め、その
後フルタ
イム

子育ての
時期はや
め、その
後パート
タイム

子どもが
できたら
仕事を持
たない

結婚後は
仕事を持
たない

その他

1,253 335 75 206 442 82 37 76
100.0% 26.7% 6.0% 16.4% 35.3% 6.5% 3.0% 6.1%

290 148 8 58 62 2 - 12

100.0% 51.0% 2.8% 20.0% 21.4% 0.7% 4.1%

79 14 22 10 18 7 2 6

100.0% 17.7% 27.8% 12.7% 22.8% 8.9% 2.5% 7.6%

312 75 17 67 112 24 4 13

100.0% 24.0% 5.4% 21.5% 35.9% 7.7% 1.3% 4.2%

433 74 21 61 211 32 14 20

100.0% 17.1% 4.8% 14.1% 48.7% 7.4% 3.2% 4.6%

86 14 5 10 32 13 7 5

100.0% 16.3% 5.8% 11.6% 37.2% 15.1% 8.1% 5.8%

19 4 - - 5 4 6 -

100.0% 21.1% 26.3% 21.1% 31.6%

34 6 2 - 2 - 4 20

100.0% 17.6% 5.9% 5.9% 11.8% 58.8%

結婚後は仕事を持たな
い

その他

合計

仕事を続ける

結婚まで働き後仕事を
やめる

子育ての時期はやめ、
その後フルタイム

子育ての時期はやめ、
その後パートタイム

子どもができたら仕事
を持たない
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２  男性が考える女性の理想の働き方 

 

●男性の考える女性の『理想』の働き方は、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパ

ートタイムで仕事を続ける」が最も多い 

男性の考える女性の『理想』の働き方は、「子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける」（35.6％）が最も多く、次いで「子育ての時期だけ仕事を一

時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」（26.4％）、「仕事を続ける」（18.0％）が多

くなっている。女性と比較すると、「仕事を続ける」が 5.6 ポイント下回っている。 

18.0 

23.6 

3.9 

6.1 

26.4 

24.5 

35.6 

34.5 

7.9 

7.0 

0.9 

1.5 

7.2 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の理想

(N=1,384)

女性の理想

(N=1,305）

子育ての時期だけ仕事を

一時やめ、その後はフルタ

イムで仕事を続ける

子育ての時期だけ仕事を一時

やめ、その後はパートタイムで

仕事を続ける

子どもができるまで仕事を

持ち、子どもができたら仕

事を持たない

仕事をもたない
結婚するまで仕事をもち、結
婚後は仕事を持たない

その他
仕事を続ける

 

【性・年代別】 
年齢が高くなるほど「子育て時期は仕事を一時やめ、その後はパートタイムで仕事を

続ける」が少なくなり、逆に「子育て時期は仕事を一時やめ、その後はフルタイムで仕

事を続ける」が多くなる傾向になっている。 

16.6

16.1

16.8

27.5

34.6

11.7

20.1

23.6

20.0

4.2

3.2

4.5

2.8

2.9

4.1

11.1

12.9

28.2

28.3

28.8

37.5

32.2

36.5

40.7

48.6

6.4

13.6

1.7

2.8

5.7

1.2

0.6

0.8

2.8

1.0

8.3

17.9

8.0

12.0

1.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=72)

30歳代(N=140)

40歳代(N=241)

50歳代(N=314)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=191)

子育ての時期だけ仕事を

一時やめ、その後はフル

タイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ仕事を一

時やめ、その後はパートタイ

ムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事

を持ち、子どもができた

ら仕事を持たない

仕事をもたない結婚するまで仕事をもち、

結婚後は仕事を持たない
その他

仕事を続ける
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３  女性が仕事を続けていくために必要なこと（あてはまるものを３つまで選択） 

 

●「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が最も多い 

63.7%

46.5%

29.5%

27.8%

24.4%

20.9%

18.8%

13.6%

12.1%

12.0%

11.5%

4.7%

1.6%

1.0%

女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があ

ること

育児や介護のための施設や制度を充実させること

女性が休業しやすい環境づくり育児や介護の休業を

利用しやすい環境にすること

男女が共に労働時間を短縮し、日常的に男女が共に

家事・育児・介護を分担すること

保育サービスや介護サービスの利用の自己負担額を

引き下げること

パートタイマーや派遣労働者の労働条件を改善するこ

と

育児や介護で退職した社員を再雇用する制度をもうけ

ること

男女間の賃金格差をなくすこと

在宅勤務やフレックスタイム制をもうけること

男性が育児や介護の休業を利用しやすい環境にする

こと

女性にも責任ややりがいのある仕事を任せること

職務上必要な知識、技術などについて女性社員の教

育を充実させること

その他

特に条件整備は必要ない

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ＝2,765 
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57.3 

48.0 

29.3 

25.8 

23.4 

20.8 

20.0 

14.3 

13.6 

13.3 

11.0 

4.9 

1.6 

1.1 

70.3 

45.2 

29.7 

29.7 

25.5 

16.8 

22.0 

8.4 

10.3 

13.7 

13.3 

4.6 

1.7 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

女性が働くことに対し、家族や

周囲の理解と協力があること

育児や介護のための施設や

制度を充実させること

女性が育児や介護の休業を

利用しやすい環境にすること

男女が共に労働時間を短縮し、日常的に男女が

共に家事・育児・介護を分担すること

保育サービスや介護サービスの利用の

自己負担額を引き下げること

育児や介護で退職した社員を

再雇用する制度をもうけること

パートタイマーや派遣労働者の

労働条件を改善すること

女性にも責任ややりがいの

ある仕事を任せること

男性が育児や介護の休業を

利用しやすい環境にすること

男女間の賃金格差をなくすこと

在宅勤務やフレックスタイム制(始業と終業時刻を

労働者の意思で決定できる勤務体制)をもうけること

職務上必要な知識、技術などについて

女性社員の教育を充実させること

その他

特に条件整備は必要ない

(%)

男性(N=1,393)

女性(N=1,355)

【性別】 
女性が仕事を続けていくために必要なことは、男女ともに「女性が働くことに対し、家

族や周囲の理解と協力があること」が最も多く、女性では 70.3％、男性では 57.3％となっ

ている。 
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【性・年代別】 
「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」は、年齢が高くなる

ほど多くなる傾向になっている。 

女性が働くことに対し、家族や

周囲の理解と協力があること

58.1

50.0

58.4

50.8

60.3

65.5

59.8

61.0

68.4

68.0

76.8

78.4

0 20 40 60 80

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=315)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=203)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=313)

50歳代(N=259)

60歳代(N=327)

70歳以上(N=190)

(%)

育児や介護のための施設や制

度を充実させること

48.6

41.0

49.0

61.6

44.0

37.9

50.0

50.6

43.8

51.0

41.6

37.9

0 20 40 60 80 (%)

女性が育児や介護の休業を利

用しやすい環境にすること

24.3

26.4

26.7

25.4

32.6

34.5

35.9

23.8

30.0

29.0

34.6

24.2

0 20 40 60 80 (%)

男女が共に労働時間を短縮

し、日常的に男女が共に家事・

育児・介護を分担すること

35.1

31.3

23.9

27.9

28.2

13.3

26.1

32.0

29.7

26.6

28.7

35.3

0 20 40 60 80 (%)

 

保育サービスや介護サービスの

利用の自己負担額を引き下げること

10.8

32.6

28.0

21.0

22.6

21.7

40.2

34.3

23.3

28.6

18.7

21.6

0 20 40 60 80

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=315)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=203)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=313)

50歳代(N=259)

60歳代(N=327)

70歳以上(N=190)

(%)

パートタイマーや派遣労働者

の労働条件を改善すること

25.7

17.4

22.2

18.1

16.5

27.6

23.9

18.0

22.0

26.3

23.5

16.3

0 20 40 60 80 (%)

育児や介護で退職した社員を

再雇用する制度をもうけること

18.9

16.7

16.9

19.4

20.4

32.5

15.2

13.4

15.0

16.2

16.5

25.3

0 20 40 60 80 (%)

男女間の賃金格差をなくすこと

6.8

5.6

14.0

14.9

14.8

14.3

6.5

12.2

18.8

17.4

9.2

13.2

0 20 40 60 80 (%)
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在宅勤務やフレックスタイム制

(始業と終業時刻を労働者の意思で

決定できる勤務体制)をもうけること

10.8

18.1

9.1

7.6

14.1

7.4

18.5

14.0

18.2

15.4

11.6

2.1

0 20 40 60 80

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=315)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=203)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=313)

50歳代(N=259)

60歳代(N=327)

70歳以上(N=190)

(%)

男性が育児や介護の休業を利

用しやすい環境にすること

20.3

27.8

16.5

13.0

9.5

5.9

10.9

14.0

12.8

8.5

8.6

8.4

0 20 40 60 80 (%)

女性にも責任ややりがいのあ

る仕事を任せること

13.5

8.3

9.1

15.6

16.3

19.2

0.0

8.1

5.8

7.7

12.8

10.5

0 20 40 60 80 (%)

職務上必要な知識、技術など

について女性社員の教育を充

実させること

0.0

2.8

4.1

1.9

5.1

12.8

2.2

3.5

4.5

4.2

7.3

3.2

0 20 40 60 80 (%)

 

その他

0.0

5.6

1.6

1.9

1.0

0.0

4.3

3.5

3.2

0.0

0.0

1.6

0 20 40 60 80

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=315)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=203)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=313)

50歳代(N=259)

60歳代(N=327)

70歳以上(N=190)

(%)

特に条件整備は必要ない

0.0

0.0

0.8

1.3

2.2

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

2.1

2.1

0 20 40 60 80 (%)

 

 
 
 
 



Ⅲ－54 
 

４  管理職につく女性が少ない最も大きな理由 

 
 ●女性では「女性は、家庭における責任を多く担っているため、責任の重い仕事につきにく

いから」が最も多い 

管理職につく女性が少ない最も大きな理由は、男性では「会社や組織の中に昇進・昇格

に対する男性優先の意識や女性管理職に対する不安感があるから」（25.0％）と「女性は、

家庭における責任を多く担っているため、責任の重い仕事につきにくいから」（24.5％）が

同程度に多くなっている。女性では、「女性は、家庭における責任を多く担っているため、

責任の重い仕事につきにくいから」（38.0％）が最も多く、「会社や組織の中に昇進・昇格

に対する男性優先の意識や女性管理職に対する不安感があるから」（28.3％）を 10 ポイン

ト近く上回っている。 

4.3

10.6

10.8 38.0

24.5

4.3

4.617.6

1.6

2.7 11.7

9.5

25.0

28.3

3.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(N=1,338)

男性(N=1,390)

女性自身が管理職につ

くことに消極的だから

女性は、勤続年数が短く、

管理職になる前に退職す

るから

女性は、家庭における責任を

多く担っているため、責任の

重い仕事につきにくいから

女性は、能力的にみて管

理職に向いていないから

女性は、管理職に必要とさ

れる能力（知識や経験、判

断力など）を高める機会が

少ないから

会社や組織の中に昇進・

昇格に対する男性優先の

意識や、女性管理職に対

する不安感があるから

その他

わから

ない
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【性・年代別】 
年齢が高くなるほど「女性は、家庭における責任を多く担っているため、責任の重い

仕事につきにくいから」が多くなる傾向になっている。 

14.7

8.2

7.6

8.5

4.7

1.3

4.7

5.0

4.9

11.7

20.3

11.2

7.8

10.0

6.5

24.8

29.3

27.7

29.1

39.7

39.6

38.2

46.2

2.1

14.5

5.9

11.6

13.0 13.6 3.8

13.5

5.6

10.9

9.0

10.8

12.9

22.0

38.2

21.6

10.3

15.4

11.1

24.1

22.4

25.0

18.9

1.3

1.3

4.2

4.9

0.6

2.7

3.5

3.1

1.1

1.2

4.2

10.8

7.3

13.6

13.1

14.1

5.8

26.3

8.3

24.3

30.2

26.3

21.2

27.3

30.8

33.3

29.2

41.5

1.2

4.1

3.9

1.3

4.5

5.1

2.4

5.1

5.6

2.1

3.4

1.6

2.6

4.7

6.4

3.5

2.4

5.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=245)

50歳代(N=311)

60歳代(N=415)

70歳以上(N=198)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=312)

50歳代(N=255)

60歳代(N=319)

70歳以上(N=184)

女性自身が管理職につ

くことに消極的だから

女性は、勤続年数が短く、

管理職になる前に退職す

るから

女性は、家庭における責任

を多く担っているため、責任

の重い仕事につきにくいから

女性は、能力的にみて管

理職に向いていないから

女性は、管理職に必要とさ

れる能力（知識や経験、判

断力など）を高める機会が

少ないから

会社や組織の中に昇進・

昇格に対する男性優先の

意識や、女性管理職に対

する不安感があるから

その他

わから

ない
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５  女性の活躍が進むのがよいと思う分野・立場（あてはまるものをすべて選択） 

 

 ●「国会・県議会・市町議会等の議員」が最も多い 

50.2%

40.5%

38.8%

35.9%

35.7%

34.4%

23.8%

12.0%

8.4%

6.3%

3.8%

13.0%

国会・県議会・市町議会等の

議員

企業の管理職、労働組合の

幹部

国の省庁、県庁、市町の役

所等の公務員

弁護士・医師などの専門職

自治会・ＰＴＡなどのリー

ダー

ボランティアグループ等の

リーダー

企業、大学、研究所などの

研究者

警察官や消防官

農林漁業団体などの役員

建設作業や運転業務に従事

する者

その他

特にない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ＝2,751 
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【性別】 
 ●男女ともに「国会・県議会・市町議会等の議員」が最も多い 

女性の活躍が進むのがよいと思う分野・立場は、男女ともに「国会・県議会・市町議会

等の議員」が最も多い（男性 48.4％、女性 51.9％）。男性では、次いで「自治会、ＰＴＡ

などのリーダー」（42.2％）、「企業の管理職、労働組合の幹部」（40.3％）が多くなってい

る。女性では「企業の管理職、労働組合の幹部」（40.6％）、「国の省庁、県庁、市町の役所

等の公務員」（40.6％）が多くなっている。 

48.4 

40.3 

37.0 

34.6 

42.2 

35.2 

24.9 

13.3 

11.0 

8.0 

3.7 

13.1 

51.9 

40.6 

40.6 

36.9 

28.9 

33.4 

22.3 

10.6 

5.6 

4.6 

3.9 

13.1 

0 10 20 30 40 50 60

国会・県議会・市町議会等の議員

企業の管理職、労働組合の幹部

国の省庁、県庁、市町の役所等の公務員

弁護士・医師などの専門職

自治会、ＰＴＡなどのリーダー

ボランティアグループ等のリーダー

企業、大学、研究所などの研究者

警察官や消防官

農林漁業団体などの役員

建設作業や運転業務に従事する者

その他

特にない

(%)

男性(N=1,400)

女性(N=1,334)
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【性・年代別】 
「国会・県議会・市町議会等の議員」は、20 歳代、40 歳代、50 歳代の女性で多くな

っている。 

48.6 

38.7 

37.6 

55.8 

53.4 

45.4 

64.9 

51.7 

59.9 

61.1 

42.1 

34.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=245)

50歳代(N=317)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=205)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=312)

50歳代(N=257)

60歳代(N=316)

70歳以上(N=179)

(%)

国会・県議会・市町議会等の議員

56.8 

32.4 

33.1 

46.4 

43.0 

33.2 

57.4 

45.4 

46.5 

49.4 

32.0 

19.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

企業の管理職、

労働組合の幹部

27.0 

30.3 

35.1 

37.9 

38.4 

42.4 

56.4 

42.5 

40.4 

45.1 

39.2 

25.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

国の省庁、県庁、

市町の役所等の公務員

35.1 

27.5 

34.3 

35.0 

34.3 

39.0 

48.9 

37.9 

44.6 

35.0 

34.2 

22.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

弁護士・医師などの専門職

 

27.0 

16.2 

28.6 

23.3 

26.8 

24.9 

31.9 

22.4 

26.9 

25.7 

19.0 

9.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

企業、大学、研究所

などの研究者

36.5 

26.8 

36.7 

36.9 

52.2 

49.8 

25.5 

20.1 

25.0 

26.5 

34.5 

38.5 

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=245)

50歳代(N=317)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=205)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=312)

50歳代(N=257)

60歳代(N=316)

70歳以上(N=179)

(%)

自治会、ＰＴＡなどのリーダー

21.6 

23.2 

31.8 

28.7 

44.0 

45.4 

27.7 

17.2 

29.5 

37.7 

39.6 

41.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

ボランティアグループ等

のリーダー

13.5 

12.7 

6.5 

10.4 

13.3 

10.7 

5.3 

2.3 

6.7 

8.2 

4.4 

4.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

警察官や消防官
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特にない

18.9

22.5

18.0

9.8

7.7

15.1

6.4

13.8

8.0

8.9

17.7

22.9

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

農林漁業団体などの役員

13.5

12.7

6.5

10.4

13.3

10.7

5.3

2.3

6.7

8.2

4.4

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=245)

50歳代(N=317)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=205)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=312)

50歳代(N=257)

60歳代(N=316)

70歳以上(N=179)

(%)

建設作業や運転業務

に従事する者

8.1

8.5

4.1

7.9

8.9

10.7

4.3

3.4

6.4

4.3

4.4

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

その他

0.0

8.5

4.1

5.0

2.2

2.4

0.0

3.4

6.4

5.8

1.9

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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3 家庭生活や地域活動について 

 

１  家庭内での男女の関わり方 

 
  ●理想は「生活費を稼ぐ」ことも含めて「男性と女性が共同して分担」が最も高い 

家庭内のことについて、男性、女性はどのような関わり方がよいか（理想を選択）に

ついてみると、「生活費を稼ぐ」は「主に男性が分担」の割合が他の項目に比べて多いも

のの、家庭内のすべての事項について「男性と女性が共同して分担」が最も多くなって

いる。 

48.4

2.2

0.2

3.7

0.5

0.8

0.7

0.8

0.1

21.3

51.2

51.2

53.7

73.8

69.2

66.5

88.4

90.9

59.0

76.0

46.5

46.1

22.5

30.3

32.6

10.9

8.3

40.9

2.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費を稼ぐ

　　（N=2,737）

日々の家計の管理

　　　　　　（Ｎ=2,724）

食事のしたく

　（Ｎ=2,728）

食事の後かたづけ

　　　　　（Ｎ=2,730）

掃除・洗濯

（Ｎ=2,724）

日常の買物

　（Ｎ=2,721）

介護・看病

（Ｎ=2,722）

子どもの教育としつけ

　　　　　　（Ｎ=2,723）

育児（乳幼児の世話）

　　　　　　　（Ｎ=2,709）

自治会等の地域活動への参加

　　　　 　             　（Ｎ=2,729）

主に男性が分担 男性と女性が共同して分担

主に女性

が分担

 
  



Ⅲ－61 
 

●現実は「生活費を稼ぐ」は『主に男性が担っている』が多く、家事や育児は『主に女性が

担っている』が多い 

家庭内のことについて、実際の家庭では、男性、女性のどちらが行っているか（現実を

選択）についてみると、「生活費を稼ぐ」は、『主に男性が担っている』（「主に男性が分担」

と「主に男性だが女性も分担」の合計）が 82.9％と多く、「食事のしたく」や「掃除、洗濯」

などの家事や育児については、『主に女性が担っている』（「主に女性が分担」と「主に女性

だが男性も分担」の合計）が多い。また、地域活動への参加は、男性が多くなっている。 

47.6 

7.7 

1.4 

2.6 

1.0 

1.8 

1.2 

0.5 

0.3 

22.2 

35.3 

8.2 

1.3 

3.4 

1.6 

2.5 

3.0 

3.5 

0.9 

27.3 

13.8 

12.5 

6.0 

10.4 

10.9 

16.7 

27.0 

35.2 

15.1 

27.0 

1.4 

14.2 

17.4 

25.0 

24.8 

29.4 

27.3 

37.5 

32.0 

11.3 

1.9 

57.4 

73.9 

58.6 

61.7 

49.6 

41.5 

23.3 

51.8 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費を稼ぐ

(N=2,730)

日々の家計の管理

(N=2,735)

食事のしたく

(N=2,718)

食事の後かたづけ

(N=2,725)

掃除・洗濯

(N=2,732)

日常の買物

(N=2,724)

介護・看病

(N=1,813)

子どもの教育としつけ

(N=2,199)

育児(乳幼児の世話)

(N=1,959)

自治会等の地域活動への参加

(N=2,700)

両方同じ程度

主に女性だが、
男性も分担 主に

女性
主に男性だが、女性も分担主に男性
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（１）生活費を稼ぐ 

理想では「主に男性が分担」は 48.4％であるが、現実では『主に男性が担っている』

は、82.9％となっている。 

48.4

82.9

51.2

13.8

0.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,737)

現実

(N=2,730)

主に女性が分担
男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 

【理想の性別】 
「主に男性が分担」が女性に比べ、男性が多く、「男性と女性が共同して分担」は女性

の方が多い。 

52.0

44.9

47.5

54.8

0.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,383)

女性(N=1,337)

主に女性が分担

男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

50.0

45.6

59.7

45.9

54.5

52.8

42.6

40.7

47.9

39.4

47.7

47.8

47.3

54.4

40.3

54.1

44.7

46.1

57.4

59.3

51.4

60.6

52.3

51.1

0.7

1.0

0.6

1.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=243)

50歳代(N=316)

60歳代(N=418)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=249)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=186)

主に女性

が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

『主に男性が担っている』が女性に比べ、男性が多く、「両方同じ程度」は女性の方が

多い。 

50.9

44.3

34.1

36.5

12.8

14.9
1.9

0.7

1.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,382)

女性(N=1,331)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、女性も分担主に男性
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【現実の性・年代別】 

59.5

49.3

51.8

50.0

49.3

53.1

41.3

40.2

45.2

34.0

48.6

55.1

32.4

36.4

35.9

35.4

33.7

29.4

41.3

36.2

32.9

47.7

34.8

28.1

8.1

12.9

12.9

16.5

15.2

19.0

20.0

11.7

11.6

12.4

13.0

10.6

4.4

1.0

0.3

2.2

1.6

2.2

2.2

4.6

1.0

1.4

1.6

1.3

1.9

1.0

5.1

0.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=245)

50歳代(N=316)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=194)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=174)

40歳代(N=310)

50歳代(N=256)

60歳代(N=319)

70歳以上(N=178)

両方同じ程度 主に女性だが、

男性も分担

主に女性主に男性だが、

女性も分担主に男性
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（２）日々の家計の管理 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 51.2％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 12.5％で、『主に女性が担っている』が、71.6％と最も多くなってい

る。 

2.2

15.9

51.2

12.5

46.5

71.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,724)

現実

(N=2,735)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 

2.8

1.6

50.9

51.6

46.2

46.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,371)

女性(N=1,336)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ－66 
 

【理想の性・年代別】 

2.7

4.4

1.6

3.8

2.7

2.1

0.0

1.2

3.2

0.8

0.9

2.7

52.7

56.6

52.3

53.0

47.9

47.1

39.4

52.9

52.1

60.2

50.3

45.7

49.4

50.8

44.7

51.6

44.6

48.8

39.0

45.9

60.6

39.0

43.2

46.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=243)

50歳代(N=315)

60歳代(N=413)

70歳以上(N=187)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=249)

60歳代(N=320)

70歳以上(N=188)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」は男性で 52.8％、女性で 62.1％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 14.7％、女性 10.1％で男性の方が多くなっている。 

9.4

6.1

7.8

8.7

14.7

10.1 12.9

15.4 52.8

62.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,378)

女性(N=1,340)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 
20 歳代の女性で「主に女性」が多くなっている。 

 

10.8

10.0

9.0

8.3

10.5

8.3

6.9

7.7

6.3

5.6

5.5

13.5

8.6

8.6

8.9

4.6

8.8

6.9

6.1

9.0

11.8

11.5

13.5

17.9

16.8

14.5

8.7

6.3

10.9

14.1

9.3

9.3

6.5 78.3
2.2

4.3

12.2

13.0

10.9

18.4

14.5

17.8

16.5

13.9

10.7

13.5

13.5

10.0

14.9

62.8

63.2

52.3

53.9

50.2

53.3

56.3

48.6

52.9

61.9

64.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=245)

50歳代(N=315)

60歳代(N=410)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=174)

40歳代(N=312)

50歳代(N=256)

60歳代(N=321)

70歳以上(N=183)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（３）食事のしたく 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 53.7％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 6.0％で、『主に女性が担っている』が、91.3％と最も多くなってい

る。 

0.2

2.7

53.7

6.0

46.1

91.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,728)

現実

(N=2,718)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性では「主に女性が分担」が最も多く、女性では「男性と女性が共同して分担」が

もっとも多い。 

0.4 46.9

60.6

52.7

39.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,376)

女性(N=1,335)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

2.7

0.6

0.5

48.6

61.0

46.9

52.4

41.1

39.9

67.0

65.7

65.6

66.0

58.5

40.3

58.4

60.1

34.4

59.7

48.6

41.5

34.0

34.3

33.0

39.0

47.0

53.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=241)

50歳代(N=313)

60歳代(N=416)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=247)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=186)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」が男性で 66.6％、女性で 81.6％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 7.6％、女性 4.3％で男性の方が多くなっている。 

2.2 

0.6 

1.7 

0.9 

7.6 

4.3 

21.9 

12.6 

66.6 

81.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,372)

女性(N=1,329)

両方同じ程度

主に女性だが、
男性も分担

主に女性

主に男性だが、
女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 

12.0 88.0

1.9

2.7

2.5

0.6

1.6

1.9

2.9

2.3

0.6

6.2

2.4

0.8

1.2

0.8

3.4

4.6

3.9

6.4

4.6

6.2

8.5

7.2

8.3

8.9

4.9

15.5

12.1

13.5

13.9

22.5

22.2

23.8

23.2

18.1

12.6

8.0

79.9

78.8

67.4

77.8

69.5

65.4

63.2

67.9

82.7

81.3

85.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=72)

30歳代(N=138)

40歳代(N=243)

50歳代(N=315)

60歳代(N=410)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=174)

40歳代(N=312)

50歳代(N=254)

60歳代(N=321)

70歳以上(N=174)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（４）食事の後かたづけ 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 73.8％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 10.4％で、『主に女性が担っている』が、83.6％と最も多くなってい

る。 

3.7

6.0

73.8

10.4

22.5

83.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,730)

現実

(N=2,725)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 
     男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が多い。 

4.7 72.9

74.6

22.4

2.6 22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,374)

女性(N=1,339)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

8.1

4.5

3.6

75.7

78.7

75.3

76.4

68.1

68.6

86.2

82.6

82.0

79.5

64.4

60.1

28.3

25.1

14.5

37.8

3.5

3.7

2.1

4.4

4.9

3.5

2.1

6.3

16.2

31.9

20.5

14.0

11.7

16.9

19.2

19.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=243)

50歳代(N=313)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=191)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=249)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=188)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」が男性で 45.3％、女性で 72.7％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 13.8％、女性 6.8％で男性の方が多くなっている。 

13.8

6.8

3.8

1.4

4.9

1.7

32.2

17.3 72.7

45.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,376)

女性(N=1,332)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 
 

5.8

10.8

15.2

6.5

8.9

19.6 67.4

1.1

0.6

0.8

1.9

1.2

4.3

3.7

3.6

2.4

5.1

3.3

1.9

2.0

1.3

2.2

4.2

6.1

7.3

5.4

3.6

2.5

6.0

5.5

7.1

7.0

11.4

15.9

9.8

18.7

11.7

17.2

34.0

35.9

31.4

30.2

28.3

24.3

20.3

12.2

26.7

75.0

79.3

74.6

42.9

43.0

42.2

50.2

59.5

46.4

69.5

65.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=138)

40歳代(N=245)

50歳代(N=315)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=191)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=256)

60歳代(N=319)

70歳以上(N=180)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（５）掃除、洗濯 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 69.2％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 10.9％で、『主に女性が担っている』が、86.5％と最も多くなってい

る。 

0.5

2.6

69.2

10.9

30.3

86.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,724)

現実

(N=2,732)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 
    男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 

0.1 69.6

68.7

30.3

0.9 30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,374)

女性(N=1,334)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

81.1

86.0

66.8

71.4

62.8

69.1

86.2

75.6

73.6

71.7

62.5

51.9

37.2

29.8

24.4

47.0

1.9

0.8

0.6

1.1

1.0

18.9

36.9

27.5

24.4

13.8

14.0

28.6

33.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=191)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=247)

60歳代(N=325)

70歳以上(N=183)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」は男性で 50.2％、女性で 73.8％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 15.9％、女性 5.8％で男性の方が多くなっている。 
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0.1 

2.1 

1.2 

15.9 

5.8 

30.1 

19.1 

50.2 

73.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,380)

女性(N=1,335)

両方同じ程度

主に女性だが、
男性も分担

主に女性

主に男性だが、
女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 
 

8.1

18.7

13.0

5.6

19.6 67.4

2.2

1.9

0.8

2.9

0.6

1.6

2.1

1.7

3.4

0.6

1.6

1.3

2.5

2.4

1.4

2.7

6.5

3.1

5.8

4.6

15.8

23.2

16.1

11.4

29.9

18.1

17.0

23.0

26.8

30.2

30.0

32.5

30.1

19.1

14.0

65.5

76.0

45.7

66.2

55.1

49.5

47.8

47.7

76.2

74.1

77.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=138)

40歳代(N=245)

50歳代(N=317)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=174)

40歳代(N=312)

50歳代(N=256)

60歳代(N=321)

70歳以上(N=178)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（６）日常の買物 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 66.5％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 16.7％で、『主に女性が担っている』が、79.0％と最も多くなってい

る。 

0.8 

4.3 

66.5 

16.7 

32.6 

79.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,721)

現実

(N=2,724)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 
 

1.1 69.3

63.6

29.6

0.6 35.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,371)

女性(N=1,333)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

77.0

75.7

66.8

70.3

67.5

68.3

84.0

58.1

61.4

69.6

59.2

61.2

31.1

30.7

38.6

37.8

1.4

1.6
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39.5
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16.0
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28.1

33.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=241)

50歳代(N=313)

60歳代(N=415)

70歳以上(N=189)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=247)

60歳代(N=319)

70歳以上(N=188)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」は男性で 37.1％、女性で 62.5％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 22.5％、女性 10.6％で男性の方が多くなっている。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,372)

女性(N=1,335)

両方同じ程度 主に女性だが、男性も分担 主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 

3.8

24.3
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32.3

36.7

34.2

45.6

28.4

25.3

26.6

21.8

54.3

56.1

68.0

36.8

35.0

37.1

42.8

47.3

27.9

60.7

71.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=243)

50歳代(N=313)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=193)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=174)

40歳代(N=308)

50歳代(N=256)

60歳代(N=319)

70歳以上(N=184)

両方同じ程 主に女性だが、男性も分担 主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（７）介護・看病 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 88.4％と最も多くなっているが、現実では 

「両方同じ程度」は 27.0％で、『主に女性が担っている』が、68.8％と最も多くなってい

る。 

0.7

4.2

88.4

27.0

10.9

68.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,722)

現実

(N=1,813)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 

0.8 85.7

91.2

13.5

0.6 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,368)

女性(N=1,337)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

90.5

89.7

86.7

85.7

81.6

89.3

93.6

89.5

90.7

95.2

90.2

88.5

17.5

10.7

8.7

11.5

1.0

2.2

0.6

1.2

2.1

9.5

8.6

4.8

10.5

4.3

10.3

12.1

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=187)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=251)

60歳代(N=325)

70歳以上(N=182)

主に女性

が分担
男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」は男性で 27.7％、女性で 55.8％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 35.7％、女性 18.3％で男性の方が多くなっている。 

35.7

18.3

1.7

0.7

4.1

2.0
23.3

30.9 27.7

55.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=900)

女性(N=902)

両方同じ程度
主に女性だが、

男性も分担 主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 

1.3

1.5

1.8

5.6

45.0

33.2

41.8

22.6

19.6

16.1

19.1

23.0

12.9 64.5

0.9

1.0

2.2

1.9

2.5

4.3

0.9

3.2

2.1

3.0

5.3

2.7

3.3

10.1

30.0

32.2

38.9

17.4

29.3

19.1

23.3

42.5

26.2

30.8

36.2

22.4

28.0

22.2

70.6

58.2

25.0

28.3

30.9

29.8

23.5

30.6

51.6

49.8

51.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代（N=60）

30歳代（N=80）

40歳代（N=149）

50歳代（N=208）

60歳代（N=268）

70歳以上（N=134）

〔女性〕20歳代（N=62）

30歳代（N=109）

40歳代（N=194）

50歳代（N=186）

60歳代（N=225）

70歳以上（N=126）

両方同じ程
主に女性だが、

男性も分担 主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（８）子どもの教育としつけ 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 90.9％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 35.2％で、『主に女性が担っている』が、60.8％と最も多くなってい

る。 

0.8

4.0

90.9

35.2

8.3

60.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,723)

現実

(N=2,199)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 

1.2 87.3

94.6

11.5

0.4 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,371)

女性(N=1,335)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

93.2

91.2

90.0

86.7

85.5

83.4

97.9

94.2

94.2

98.4

94.1

89.6

13.7

13.9

5.8

7.7

0.7

2.5

1.4

2.7

2.7

5.4

5.9

1.6

5.8

2.1

8.8

10.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=415)

70歳以上(N=187)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=251)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=182)

主に女性

が分担
男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」は男性で 14.4％、女性で 31.6％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 40.7％、女性 30.1％で男性の方が多くなっている。 
 

40.7

30.1

0.8

0.3

4.1

2.9
35.0

39.9 14.4

31.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,063)

女性(N=1,125)

両方同じ程度 主に女性だが、男性も分担 主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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【現実の性・年代別】 

0.8

0.7

36.7

42.9

44.1

36.1

36.3

32.2

27.8

29.1

25.9

37.3

27.5 36.3

1.9

0.7

0.8

1.7

9.9

2.7

2.7

3.6

7.5

5.3

1.6

2.8

3.4

8.3

38.1

41.3

29.6

38.2

33.8

36.3

38.2

47.0

42.0

48.3

35.2

38.6

33.6

22.5

31.9

30.0

21.8

14.2

18.1

10.2

6.7

10.1

36.3

31.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代（N=60）

30歳代（N=119）

40歳代（N=215）

50歳代（N=254）

60歳代（N=281）

70歳以上（N=133）

〔女性〕20歳代（N=80）

30歳代（N=146）

40歳代（N=284）

50歳代（N=220）

60歳代（N=251）

70歳以上（N=142）

両方同じ程度 主に女性だが、男性も分担 主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性
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（９）育児（乳幼児の世話） 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 59.0％と最も多くなっているが、現実では

「両方同じ程度」は 15.1％で、『主に女性が担っている』が、83.7％と最も多くなってい

る。 

0.1

1.2

59.0

15.1

40.9

83.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,709)

現実

(N=1,959)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 
 

0.1 53.9

64.3

46.0

35.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,360)

女性(N=1,332)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

66.2

72.8

60.7

49.8

48.1

46.4

80.9

71.5

62.4

69.5

58.3

55.1

51.9

53.6

37.6

44.9

0.6

33.8

41.7

30.5

28.5

19.1

27.2

49.5

39.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=239)

50歳代(N=313)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=183)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=249)

60歳代(N=319)

70歳以上(N=185)

主に女性が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に女性」は男性で 42.9％、女性で 59.9％と女性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 17.8％、女性 12.6％で男性の方が多くなっている。 
 

17.8

12.6

0.4

0.2

1.1

0.8
26.5

37.8 42.9

59.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=933)

女性(N=1,017)

両方同じ程度
主に女性だが、男性も分担

主に女性

主に男性だが、

女性も分担

主に男性

 
 
 
 
 



Ⅲ－88 
 

【現実の性・年代別】 
年齢が高くなるほど「主に女性」が多くなる傾向になっている。 

 

1.8 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

4.0

1.4 

1.2 

1.7 

1.1 

0.9 

3.1 

24.0 

14.4 

20.6 

21.0 

17.0 

10.1 

13.5 

17.1 

10.7 

13.1 

12.1 

10.8 

34.0 

49.5 

47.4 

33.2 

35.1 

30.3 

31.1 

38.4 

27.3 

29.0 

19.0 

19.2 

46.0 

34.2 

30.9 

44.4 

46.7 

58.0 

55.4 

44.5 

61.3 

56.8 

68.0 

66.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代（N=54）

30歳代（N=111）

40歳代（N=175）

50歳代（N=214）

60歳代（N=259）

70歳以上（N=119）

〔女性〕20歳代（N=74）

30歳代（N=146）

40歳代（N=253）

50歳代（N=183）

60歳代（N=231）

70歳以上（N=130）

両方同じ程度

主に女性だが、
男性も分担 主に女性

主に男性だが、
女性も分担

主に男性
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（10）自治会等の地域活動への参加 

理想では「男性と女性が共同して分担」が 76.0％と最も多くなっているが、現実で

は「両方同じ程度」は 27.0％で、『主に男性が担っている』が、49.5％と最も多くなっ

ている。 

21.3

49.5

76.0

27.0

2.7

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

(N=2,729)

現実

(N=2,700)

主に女性

が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【理想の性別】 

男性、女性ともに「男性と女性が共同して分担」が最も多くなっている。 

20.8 76.0

76.2

3.2

21.9 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,372)

女性(N=1,340)

主に女性

が分担男性と女性が共同して分担主に男性が分担
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【理想の性・年代別】 

85.1

78.7

80.9

73.7

72.1

77.0

67.0

71.5

77.8

85.4

77.4

67.6

3.1

2.7

1.9

3.2

24.8

24.4

12.2

20.3

13.8

20.7

29.2

16.9

14.1

26.2

30.9

20.3

2.7

1.9

0.8

2.3

2.1

4.4

1.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=136)

40歳代(N=241)

50歳代(N=315)

60歳代(N=416)

70歳以上(N=187)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=253)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=185)

主に女性

が分担
男性と女性が共同して分担主に男性が分担

 
【現実の性別】 

現実では「主に男性」は男性で 25.8％、女性で 18.6％と男性の方が多くなっている。

「両方同じ程度」は男性 29.4％、女性 24.5％で男性の方が多くなっている。 

 

25.8

18.6

27.0

27.6

29.4

24.5 13.2

9.3 8.5

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,359)

女性(N=1,324)

両方同じ程度

主に女性だが、

男性も分担

主に女性主に男性だが、女性も分担主に男性
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【現実の性・年代別】 

8.1

19.4

21.6

32.1

28.4

25.9

13.0

18.0

12.9

15.0

25.4

25.1

31.1

20.9

22.4

28.2

32.3

22.2

31.5

22.7

25.2

35.8

24.4

29.1

47.3

34.3

24.3

34.1

22.8

30.2

25.5

23.6

22.2

23.5

17.4 15.2

21.8

36.1

12.8

11.4

19.0

10.8

14.9

7.5

10.3

9.7

4.9

8.7

11.2

16.3

17.4

10.4

2.7

12.4

7.7

5.3

13.0

16.9

16.5

11.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=134)

40歳代(N=241)

50歳代(N=312)

60歳代(N=412)

70歳以上(N=185)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=310)

50歳代(N=254)

60歳代(N=315)

70歳以上(N=179)

両方同じ程度 主に女性だが、

男性も分担
主に女性主に男性だが、女性も分担主に男性
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２  男性が家事、育児、介護等に積極的に参加するために必要なこと 

（あてはまるものを 3 つまで選択） 

 

 ●「男性自身の抵抗感をなくすこと」や「育児休業や介護休業を取得しやすい環境」が多い 

男性が家事などに参加することに対する男性

自身の抵抗感をなくす

男性も育児や介護の休業を取得しやすい環境に

する

夫婦や家族間のコミュニケーションを増やすこと

社会の中で男性による家事、子育て、介護、地域

活動についても評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで仕事

以外の時間をより多く持てるようにすること

育児休業中や介護休業中の所得補償を充実させ

ること

年配者やまわりの人が夫婦の役割分担等につい

て当事者の考え方を尊重すること

子育てや介護を行っていく上での仲間がいること

その他

特に必要なし

41.4％

40.9％

38.6％

37.5％

34.4％

32.3％

25.2％

16.9％

1.8％

2.7％
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【性別】 
男性が家事、育児、介護等に積極的に参加するために必要なことは、男性では「夫婦

や家族間のコミュニケーションを増やすこと」（42.4％）が最も多く、次いで「男性も育

児や介護の休業をとりやすい環境にすること」（40.5％）が多くなっている。女性では「男

性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（44.6％）が最も

多く、次いで「男性も育児や介護の休業をとりやすい環境にすること」（41.2％）、「社会

の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動について評価を高めること」（40.9％）

となっている。 

38.1

40.5

42.4

34.1

37.8

31.2

21.2

15.5

1.6

3.5

44.6

41.2

34.9

40.9

30.8

33.4

29.5

18.2

1.8

1.9

0 10 20 30 40 50

男性が家事などに参加することに対する

　　　　　　男性自身の抵抗感をなくすこと

男性も育児や介護の休業を取得しやすい環境にすること

夫婦や家族間のコミュニケーションを増やすこと

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、

　　　　地域活動についての評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

育児休業中や介護休業中の所得補償を充実させること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等

　についての当事者の考え方を尊重すること

子育てや介護を行っていく上での仲間がいること

その他

特に必要なことはない

(%)

男性(N=1,397)

女性(N=1,356)
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【性・年代別】 
「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」は、20 歳

代、30 歳代の男性では他の年代に比べて少なくなっている。「夫婦や家族間のコミュニケ

ーションを増やすこと」は 40 歳代以上の男性に多く、「男性も育児や介護の休業をとり

やすい環境にすること」は 20 歳代の男女で多くなっている。 

男性が家事などに参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

28.4

26.4

36.6

37.3

38.8

52.3

47.9

37.6

42.9

48.1

50.2

38.6

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=316)

60歳代(N=418)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=312)

50歳代(N=258)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=197)

(%)

男性も育児や介護の休業を取

得しやすい環境にすること

58.1

43.1

41.2

36.4

39.5

39.7

55.3

38.8

41.3

36.4

44.0

38.1

0 10 20 30 40 50 60 (%)

夫婦や家族間のコミュニケー

ションを増やすこと

35.1

33.3

45.3

41.8

43.5

47.2

37.2

38.2

24.7

32.6

34.4

50.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)

社会の中で、男性による家事、

子育て、介護、地域活動につい

ての評価を高めること

48.6

31.3

28.0

36.4

36.6

30.2

48.9

42.4

43.9

38.8

42.7

31.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)

 
労働時間短縮や休暇制度を普及

することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

43.2

55.6

45.3

32.3

36.6

24.1

33.0

39.4

33.0

34.5

26.0

21.3

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=316)

60歳代(N=418)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=312)

50歳代(N=258)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=197)

(%)

育児休業中や介護休業中の

所得補償を充実させること

24.3

38.2

24.3

31.0

35.6

27.6

34.0

39.4

36.5

35.3

24.8

35.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)

年配者やまわりの人が、夫婦の

役割分担等についての当事者

の考え方を尊重すること

9.5

20.1

22.6

20.3

20.3

27.6

12.8

25.9

29.8

32.6

30.3

34.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)

子育てや介護を行っていく

上での仲間がいること

27.0

13.2

14.8

15.2

18.2

8.5

13.8

13.5

17.9

17.4

22.3

19.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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0.0 

4.2 

1.6 

5.7 

2.4 

5.5 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

1.5 

7.6 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

特に必要なことはない

0.0 

2.8 

1.6 

0.6 

2.2 

2.0 

0.0 

5.9 

1.6 

2.3 

1.2 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=316)

60歳代(N=418)

70歳以上(N=199)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=312)

50歳代(N=258)

60歳代(N=323)

70歳以上(N=197)

(%)

その他
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３  男性が地域活動に積極的に参加するために必要なこと（あてはまるものを 3 つまで選択） 

 

 ●「地域の中に仲間がいること」が最も多い 

 

56.3%

44.7%

43.8%

43.5%

43.0%

2.8%

6.1%

地域の中に仲間がいること

ボランティア休業等地域活動に参加するための

休暇を取得しやすい環境にすること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

社会の中で、男性の地域活動への参加についての評価を

高めること

男性が地域活動に参加することに対する男性自身の抵抗

感をなくすこと

その他

特に必要なことはない

 
 
 
 
 
 
 

Ｎ＝2,749 
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【性別】 
男性が地域活動に積極的に参加するために必要なことは、男女ともに「地域に仲間が

いること」（男性 52.5％、女性 60.2％）が最も多くなっている。女性では、「男性が地域

活動に参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 48.6％であり、男性

（37.5％）を 11.1 ポイント上回っている。 

52.5

47.0

46.9

42.9

37.5

2.9

8.0

60.2

42.4

40.8

43.9

48.6

2.5

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70

地域の中に仲間がいること

ボランティア休業等地域活動に参加するための

　　　　　　　　休暇を取得しやすい環境にすること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

社会の中で、男性の地域活動への

　参加についての評価を高めること

男性が地域活動に参加することに対する

　　　　　　　男性自身の抵抗感をなくすこと

その他

特に必要なことはない

(%)

男性(N=1,395)

女性(N=1,337)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ－98 
 

【性・年代別】 
「男性が地域活動に参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」は、他の

層に比べて 70 歳以上の男性で多くなっている。「ボランティア休業等地域に参加するた

めの休暇をしやすい環境にすること」と「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間を多く持てるようにすること」は 20 歳代の男性で多くなっている。 

地域の中に仲間がいること

59.5

45.1

51.9

46.2

59.0

53.3

51.1

60.9

56.8

63.5

65.8

55.6

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=314)

60歳代(N=420)

70歳以上(N=197)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=310)

50歳代(N=252)

60歳代(N=316)

70歳以上(N=189)

(%)

ボランティア休業等地域活動に

参加するための休暇を取得し

やすい環境にすること

54.1

43.8

46.5

46.5

49.0

42.6

29.8

35.1

42.6

40.9

45.3

52.9

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

労働時間短縮や休暇制度を普

及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

55.4

44.4

50.6

50.3

45.0

38.6

45.7

44.8

41.3

42.9

40.2

31.7

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

社会の中で、男性の地域活動

への参加についての評価を高

めること

35.1

41.7

37.0

42.7

47.1

45.2

43.6

37.4

37.1

45.2

47.8

52.4

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

 

男性が地域活動に参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

32.4

29.2

31.7

35.7

36.2

58.4

48.9

40.8

50.6

40.1

55.1

53.4

0 10 20 30 40 50 60 70

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=144)

40歳代(N=243)

50歳代(N=314)

60歳代(N=420)

70歳以上(N=197)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=174)

40歳代(N=310)

50歳代(N=252)

60歳代(N=316)

70歳以上(N=189)

(%)

特に必要なことはない

2.7

13.9

7.4

9.2

6.4

7.6

8.5

3.4

3.5

2.4

4.4

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

その他

0.0

4.2

2.5

2.9

2.6

4.6

0.0

4.6

3.5

4.4

1.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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４ 仕事と生活の調和について 

 

１  仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス※）についての考え方 

 
※ワーク・ライフ・バランスとは 

一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすと共に、家庭や

地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方

が選択・実現できる状態のこと。 
 
●『同感する』は全体で 79.7％ 

仕事と生活の調和についての考え方に『同感する』（「同感する」と「どちらかといえば

同感する方である」の合計）は 79.7％で、平成 21 年度調査と比較すると、5.1 ポイント上

昇している。 

35.6

33.0

35.4

44.1

41.6

38.3

5.0

3.0 17.65.7

3.7

2.2

1.2
19.1

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,762)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,774)

平成18年度調査

　　　(Ｎ＝2,768)

同感する

どちらかといえば同感

しない方である 同感しない

わからない

どちらかといえば同感

する方である

 
 
【性別】 

『同感する』は、男性 78.5％、女性 80.9％で女性の方が多くなっている。 

33.9

37.1

44.6

43.8 3.0

4.3
2.4

1.9
14.1

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,394)

女性(N=1,351)

同感する

どちらかといえば同

感しない方である 同感しない

わからないどちらかといえば同感

する方である
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【性・年代別】 
「同感する」は、男女とも年齢が高くなるにつれ少なくなり、「わからない」が多くな

っている。 

50.0

40.1

37.9

33.6

30.2

25.9

48.9

43.6

42.3

43.8

28.0

23.2

27.0

41.5

46.5

43.7

48.2

45.2

37.8

37.2

46.5

40.6

47.4

46.9

17.6

11.3

11.5

15.7

13.4

21.8

6.7

13.4

9.6

10.2

18.5

23.7

3.1

4.3

2.2

3.5

5.4

2.8

2.5

5.0

5.3

4.1

1.0

4.1

1.8

2.3

2.3

4.2

1.6

1.9

2.9

3.0

4.4

0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=243)

50歳代(N=318)

60歳代(N=417)

70歳以上(N=197)

〔女性〕20歳代(N=90)

30歳代(N=172)

40歳代(N=312)

50歳代(N=256)

60歳代(N=325)

70歳以上(N=194)

どちらかといえば同感

しない方である わからない

どちらかといえば同感

する方である同感する 同感しない
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２  生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度 

 
●希望は「仕事と家庭生活と地域・個人の生活を共に優先」、現実は「仕事を優先」 

生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度の希望は、「仕事と家

庭生活と地域・個人の生活を共に優先」が 29.6％と最も多く、次いで「仕事と家庭生活を

共に優先」（28.7％）となっている。しかし、現実では「仕事を優先」が 31.5％と最も多く

なっている。 

4.8

31.5

14.1

16.3 3.7

10.9

8.5

29.6

6.1

2.5

5.1

4.4

23.2

28.7 4.9

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

(N=2,689)

現実

(N=2,669)

「仕事」と「地域・個人

の生活」を共に優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を共に優先「仕事」と「家庭

生活」を共に優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

共に優先

わからない

 

【希望の経年比較】 
希望について平成 21 年度調査と比較すると、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活を

共に優先」が 9.0 ポイント上昇し、「家庭生活を優先」は 6.9 ポイント、「仕事と家庭生活

を共に優先」は 4.3 ポイント低下している。 

4.8

6.2

14.1

21.0 2.9

10.9

9.3

29.6

20.6

2.5

2.6

4.4

33.0

28.7 4.9

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望 今回調査

(Ｎ＝2,689)

希望 平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,787)

「仕事」と「地域・個人

の生活」を共に優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を共に優先「仕事」と「家庭生

活」を共に優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

共に優先

わからない
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【現実の経年比較】 
現実について平成 21 年度調査と比較すると、「仕事と家庭生活を共に優先」が 3.7 ポ

イント上昇し、「仕事を優先」は 3.5 ポイント、「家庭生活を優先」は 5.3 ポイント低下し

ている。 

31.5

35.0

16.3

21.6 3.0

8.5

5.4

6.1

5.7

5.1

5.1

3.7

19.5

23.2 5.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現実 今回調査

(Ｎ＝2,669)

現実 平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,801)

「仕事」と「地域・個人

の生活」を共に優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を共に優先

「仕事」と「家庭生

活」を共に優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

共に優先

わからない

 
【性別】 

希望は、男性では「仕事と家庭生活を共に優先」（31.0％）、女性では「仕事と家庭生

活と地域・個人の生活を共に優先」（32.3％）が最も多く、現実は、男性では「仕事を優

先」（41.5％）、女性では「家庭生活を優先」（24.2％）が最も多くなっている。 

5.9

41.5

3.6

21.3

13.2

8.4

15.1

24.2 3.0 22.4

4.2

5.1

9.3

6.3

12.6

10.8

27.0

4.5

32.3

7.8

2.1

4.7

2.8

5.3

5.7

4.5

3.0

31.0

23.9

26.4

5.7

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕希望(N=1,351)

現実(N=1,339)

〔女性〕希望(N=1,322)

現実(N=1,313)

「仕事」と「地域・個人

の生活」を共に優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を共に優先
「仕事」と「家庭生

活」を共に優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を共

に優先

わからない
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【性・年代別】 
現実では 20 歳代～50 歳代の男性で「仕事を優先」が多く、30 歳代、40 歳代、60 歳

代の女性で「家庭生活を優先」が多くなっている。 
 

 [男性] 

2.7

66.2

7.2

50.7

5.1

46.8

6.5

48.5

4.9

34.0

8.8

22.5

20.3

2.7

17.4

11.0

10.7

15.2

13.0

9.3

17.3

13.5

10.8

2.2

8.4

4.5

4.9

5.6

5.5

9.8

27.0

9.5

25.4

24.6

37.6

32.9

39.6

28.2

27.6

21.0

21.4

15.6

8.1

8.1

8.7

2.5

4.5

5.4

5.6

9.3

8.1

5.4

10.1

5.1

5.8

12.5

10.8

14.3

11.0

23.0

23.2

30.4

26.9

28.1

5.4

25.3

2.9

5.8

1.3

1.5

4.6

6.0

12.7

4.6

3.4

4.3

2.0

1.7

1.4

5.2

6.8

4.3

3.3

2.5

4.3

6.2

4.2

2.9

2.0

1.7

7.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔20歳代〕希望

　　　　　(N=74)

現実

(N=74)

〔30歳代〕希望

　　　　(N=138)

現実

(N=138)

〔40歳代〕希望

　　　　(N=237)

現実

(N=237)

〔50歳代〕希望

　　　　(N=308)

現実

(N=305)

〔60歳代〕希望

　　　　(N=409)

現実

(N=409)

〔70歳以上〕希望

　　　　　　(N=182)

現実

(N=173)

「仕事」と「地域・個人

の生活」を共に優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を共に優先「仕事」と「家庭生

活」を共に優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

共に優先

わから

ない
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 [女性] 

2.2

35.9

4.7

29.1

0.6

21.6

1.6

26.2

4.8

14.9

9.6

10.2

20.7

7.6

15.1

18.6

15.7

10.9

32.7

12.9

22.2

4.3

4.3

1.2

0.6

3.1

3.8

3.2

6.7

10.8

26.1

15.2

28.5

25.0

30.2

27.4

18.8

29.0

27.6

20.4

27.0

9.1

2.2

10.9

4.7

3.2

5.1

4.5

6.8

4.5

8.0

14.1

11.6

12.9

9.8

14.1

12.9

12.4

24.4

26.1

30.8

31.8

41.2

33.7

6.8

23.0

8.0

3.5

4.7

0.6

2.3

3.9

7.4

13.9

31.6

22.1

1.2

0.3

1.2

2.4

4.5

1.2

8.3

5.2

8.1

6.5

13.5

6.1

7.6

2.2

5.6

3.2

5.8

17.4

1.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔20歳代〕希望

　　　　　(N=92)

現実

(N=92)

〔30歳代〕希望

　　　　(N=172)

現実(N=172)

〔40歳代〕希望

　　　　(N=311)

現実

(N=310)

〔50歳代〕希望

　　　　(N=255)

現実

(N=252)

〔60歳代〕希望

　　　　(N=312)

現実

(N=309)

〔70歳以上〕希望

　　　　　(N=178)

現実

(N=176)

「仕事」と「地域・個人

の生活」を共に優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」を共に優先
「仕事」と「家庭生

活」を共に優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」を優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」を

共に優先

わからない
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３  仕事と生活の調和が実現された社会に近づくために職場における必要な取組 

（あてはまるもの３つまで選択） 

 

●「労働時間の短縮」や「管理職の意識改革」が上位 

 

42.2%

40.7%

36.0%

33.8%

30.1%

20.9%

17.4%

15.0%

11.7%

3.0%

6.9%

無駄な業務・作業・会議をなくし、労働時間を短縮

する

管理職の意識改革を行う

育児・介護等の休業・休暇制度を充実し、育児

・介護休業をとりやすくする

社長や取締役などがリーダーシップを発揮して

ワーク・ライフ・バランスに取り組む

短時間勤務やフレックスタイム制度など柔軟な

働き方ができるようにする

年次有給休暇の取得計画をつくる

組織の中で、ワーク・ライフ・バランスを推進する

責任者を決める

管理職以外の社員の意識改革を行う

ノー残業デーを設ける

その他

特にない

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ＝2,657 
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【性別】 
仕事と生活の調和が実現された社会に近づくために職場における必要な取組は、男性

では「管理職の意識改革を行うこと」（40.8％）が最も多く、次いで「無駄な業務・作業・

会議をなくし、労働時間を短縮する」（38.4％）、「社長や取締役などがリーダーシップを

発揮してワーク・ライフ・バランスに取り組む」（37.8％）となっている。女性では「無

駄な業務・作業・会議をなくし、労働時間を短縮する」（45.9％）が最も多く、次いで「管

理職の意識改革を行う」（40.4％）、「育児・介護等の休業・休暇制度を充実し、育児・介

護休業をとりやすくする」（40.4％）となっている。 

38.4 

40.8 

31.7 

37.8 

25.8 

20.8 

20.4 

16.0 

12.4 

2.9 

8.1 

45.9 

40.4 

40.4 

29.6 

34.6 

21.0 

14.3 

13.9 

10.8 

3.0 

5.8 

0 10 20 30 40 50

無駄な業務・作業・会議をなくし、

労働時間を短縮する

管理職の意識改革を行う

育児・介護等の休業・休暇制度を充実し、

育児・介護休業をとりやすくする

社長や取締役などがリーダーシップを発揮して

ワーク・ライフ・バランスに取り組む

短時間勤務やフレックスタイム制度など

柔軟な働き方ができるようにする

年次有給休暇の取得計画をつくる

組織の中で、ワーク・ライフ・バランスを

推進する責任者を決める

管理職以外の社員の意識改革を行う

ノー残業デーを設ける

その他

特にない

(%)

男性(N=1,347)

女性(N=1,293)
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【性・年代別】 
「無駄な業務・作業・会議をなくし、労働時間を短縮する」は若年層に多くなってい

る。「管理職の意識改革を行うこと」は男女とも 40 歳代に多くなっている。 

25.7 

38.7 

47.7 

40.4 

42.5 

37.2 

31.5 

34.9 

47.4 

37.8 

44.5 

34.5 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

管理職の意識改革を行う

47.3 

44.4 

36.6 

42.0 

35.0 

33.1 

55.4 

47.1 

43.1 

45.8 

43.5 

48.5 

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=235)

50歳代(N=312)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=172)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=306)

50歳代(N=249)

60歳代(N=301)

70歳以上(N=171)

(%)

無駄な業務・作業・会議を

なくし、労働時間を短縮する

44.6 

43.7 

43.0 

33.3 

36.9 

32.6 

26.1 

34.3 

35.9 

28.1 

24.6 

26.9 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

社長や取締役などがリーダーシッ

プを発揮してワーク・ライフ・バラ

ンスに取り組む

37.8 

21.1 

22.1 

31.7 

34.2 

44.2 

33.7 

40.1 

39.2 

39.4 

44.5 

41.5 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

育児・介護等の休業・休暇制度

を充実し、育児・介護休業をとり

やすくする

 

27.0 

31.0 

20.9 

24.7 

28.4 

23.3 

40.2 

37.8 

40.8 

34.9 

31.6 

22.8 

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=235)

50歳代(N=312)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=172)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=306)

50歳代(N=249)

60歳代(N=301)

70歳以上(N=171)

(%)

短時間勤務やフレックスタイム制度など

柔軟な働き方ができるようにする

25.7 

26.1 

21.3 

22.8 

20.3 

11.6 

37.0 

25.0 

21.2 

22.5 

15.3 

16.4 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

年次有給休暇の

取得計画をつくる

10.8 

14.8 

18.7 

20.8 

23.5 

23.3 

9.8 

13.4 

9.8 

10.0 

21.9 

18.7 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

組織の中で、ワーク・ライフ・

バランスを推進する責任者

を決める

13.5 

11.3 

20.4 

13.8 

16.1 

18.6 

6.5 

11.6 

12.1 

13.7 

19.9 

13.5 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

管理職以外の社員の

意識改革を行う
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13.5 

19.7 

13.2 

12.5 

9.8 

11.0 

16.3 

14.0 

8.2 

13.3 

6.6 

12.3 

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=142)

40歳代(N=235)

50歳代(N=312)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=172)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=172)

40歳代(N=306)

50歳代(N=249)

60歳代(N=301)

70歳以上(N=171)

(%)

ノー残業デーを設ける

5.4 

5.6 

1.7 

1.3 

2.2 

5.8 

0.0 

4.7 

3.6 

4.0 

2.0 

2.3 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

その他

5.4 

2.8 

5.1 

7.4 

9.0 

16.9 

4.3 

2.3 

1.6 

4.0 

7.3 

17.5 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

特にない

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ－109 
 

５ 女性に対する暴力について 

 
１  夫婦や恋人など親しい人間関係の中で起こる暴力の経験 

 
●「直接経験したことがある」が 1 割 

夫婦や恋人など親しい人間関係の中で起こる暴力について、「直接経験したことがある」

が 10.0％、「直接経験したことはないが、自分のまわりに経験した（している）人がいる」

が 25.1％となっている。平成 21 年度調査と比較すると、「直接経験したことがある」は 0.5
ポイント、「直接経験したことはないが、自分のまわりに経験した（している）人がいる」

も 0.8 ポイント上昇している。 

9.5

10.0

24.3

25.1 64.9

66.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,633)

今回調査

(Ｎ＝2,675)

直接経験したことはなく、自分のまわりに

経験した（している）人もいない

直接経験したことはないが、

自分のまわりに経験した（し

ている）人がいる
直接経験した

ことがある

 
【性別】 

女性では「直接経験したことがある」が約 7 人に 1 人であり、男性 6.2％に比べて、女

性が 13.9％と多くなっている。 

6.2

13.9

22.5

27.9 58.2

71.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=1,347)

女性(N=1,311)

直接経験したことはなく、自分のまわりに

経験した（している）人もいない

直接経験したことはないが、

自分のまわりに経験した（し

ている）人がいる直接経験した

ことがある
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【性・年代別】 
「直接経験したことがある」は 20 歳代、30 歳代の女性で多くなっている。 

4.3

8.5

4.7

5.4

11.5

17.3

13.6

11.8

14.4

12.3

24.3

17.1

18.7

24.1

28.4

15.7

31.5

24.5

20.1

75.7

78.6

72.8

71.2

66.3

72.8

52.2

61.1

67.6

16.3

34.9

29.8

25.6

53.3

56.6

57.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=235)

50歳代(N=295)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=191)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=168)

40歳代(N=309)

50歳代(N=255)

60歳代(N=306)

70歳以上(N=179)

直接経験したことはなく、自分のまわりに

経験した（している）人もいない

直接経験したことはないが、

自分のまわりに経験した（し

ている）人がいる

直接経験した

ことがある
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２  夫婦や恋人の間で相手から暴力を受けたときに相談できる機関の周知度 

 
●「警察総合相談（県民の声 110 番）」、「市町の福祉・女性・人権相談窓口」、「福祉事務所、

保健所」が約３割 

夫婦や恋人の間で相手から暴力を受けたときに相談できる機関の周知度は、「警察総合相

談（県民の声 110 番）」が 33.4％で最も高く、次いで「市町の福祉・女性・人権相談窓口」

（31.6％）、「福祉事務所、保健所」（29.3％）となっており、「いずれの相談機関も知らな

い」は 36.0％となっている。 

33.4 

31.6 

29.3 

17.3 

16.4 

8.5 

7.2 

6.9 

6.1 

36.0 

0 10 20 30 40

警察総合相談（県民の声110番）

市町の福祉・女性・人権相談窓口

福祉事務所、保健所

県立男女共同参画センター

（Ｇ－ＮＥＴしが）

女性の人権ホットライン

（大津地方法務局）

彦根子ども家庭相談センター

中央子ども家庭相談センター

配偶者暴力相談支援センター

犯罪被害者総合窓口（ＮＰＯ法人おうみ

犯罪被害者支援センター）

いずれの相談機関も知らない

(%)

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ＝2,659 
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【性別】 
男性では「警察総合相談（県民の声 110 番）」（39.4％）が最も多く、女性では「市町

の福祉・女性・人権相談窓口」（33.9％）が最も多い。 

39.4

29.4

30.0

17.8

13.9

7.7

7.8

8.0

8.0

35.2

27.1

33.9

28.5

16.8

19.2

9.2

6.6

5.8

4.2

36.8

0 10 20 30 40 50

警察総合相談（県民の声110番）

市町の福祉・女性・人権相談窓口

福祉事務所、保健所

県立男女共同参画センター

               （Ｇ－ＮＥＴしが）

女性の人権ホットライン

      （大津地方法務局）

彦根子ども家庭相談センター

中央子ども家庭相談センター

配偶者暴力相談支援センター

犯罪被害者総合窓口（ＮＰＯ法人おうみ

                 犯罪被害者支援センター）

いずれの相談機関も知らない

(%)

男性(N=1,342)

女性(N=1,300)
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【性・年代別】 
男女ともに若年層で「いずれの相談機関も知らない」が多くなっている。 

警察総合相談

（県民の声110番）

32.4

39.1

34.5

37.1

41.8

46.9

22.3

22.9

29.1

27.6

28.6

27.1

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=138)

40歳代(N=235)

50歳代(N=291)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=192)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=306)

50歳代(N=254)

60歳代(N=304)

70歳以上(N=170)

(%)

市町の福祉・女性・人権相談窓

18.9

19.6

18.7

30.6

35.9

37.0

20.2

21.8

35.0

33.5

43.8

34.1

0 10 20 30 40 50 60 (%)

福祉事務所、保健所

21.6

25.4

19.6

31.6

35.9

33.9

19.1

17.1

26.5

31.5

36.8

29.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

県立男女共同参画センター

（Ｇ－ＮＥＴしが）

8.1

18.1

13.6

20.3

20.3

16.7

10.6

8.2

27.5

19.3

15.1

9.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

 

女性の人権ホットライン

（大津地方法務局）

5.4

13.0

17.4

15.1

14.9

9.4

11.7

15.3

27.5

23.6

16.1

11.2

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=138)

40歳代(N=235)

50歳代(N=291)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=192)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=306)

50歳代(N=254)

60歳代(N=304)

70歳以上(N=170)

(%)

彦根子ども家庭相談センター

8.1

9.4

6.8

8.9

9.5

2.1

10.6

5.9

10.8

13.4

9.9

1.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

中央子ども家庭相談センター

5.4

6.5

8.5

7.2

7.6

10.4

6.4

4.7

7.5

7.9

7.6

3.5

0 10 20 30 40 50 60 (%)

配偶者暴力相談支援センター

2.7

7.2

7.7

7.6

8.1

11.5

2.1

5.9

3.9

5.5

5.9

11.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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犯罪被害者総合窓口（ＮＰＯ法人

おうみ 犯罪被害者支援センター）

2.7

8.7

5.1

8.6

9.3

9.9

2.1

1.2

5.6

3.9

6.3

2.4

0 10 20 30 40 50 60

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=138)

40歳代(N=235)

50歳代(N=291)

60歳代(N=409)

70歳以上(N=192)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=170)

40歳代(N=306)

50歳代(N=254)

60歳代(N=304)

70歳以上(N=170)

(%)

いずれの相談機関も知らない

45.9

39.9

40.9

35.1

30.8

31.3

53.2

47.1

27.1

33.1

34.5

44.7

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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６ 男女共同参画社会について 

 
１  理想の男女共同参画社会の姿（あてはまるものを３つまで選択） 

 
●「男女が共に家事・育児・介護等の家庭生活に参画している」が最も多い 

 

59.6%

40.7%

29.6%

26.5%

25.9%

16.4%

13.3%

10.2%

9.4%

8.6%

5.3%

3.6%

1.6%

7.7%

男女が共に家事・育児・介護等の家庭生活に参

画している

子育てや介護などと仕事が両立できる

子育てや介護等により一旦退職した場合でも

再就職しやすい

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女とも

に多様な働き方を選択できる

幅広い層の男女が地域活動に積極的に参画し

ている

男女共同参画の視点に立った学校等における

教育・学習が充実している

ＤＶ（ドメスティク・バイオレンス）や性犯罪等の男女間の

あらゆる暴力がない

県・市町の議会議員や管理職として政策決定の

場で女性が活躍している

生涯を通じた男女の性と健康が守られている

民間企業・団体等の役員や管理職として女性が

活躍している

自治会活動等の地域活動のリーダーとして女性

が活躍している

女性の起業に対する支援が充実している

その他

特にない

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

Ｎ＝2,675 
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【性別】 
理想の男女共同参画の姿としては、男女とも「男女が共に家事・育児・介護等の家庭

生活に参画している」（男性 52.7％、女性 66.8％）が最も多く、次いで「子育てや介護等

と仕事が両立できる」（男性 37.3％、女性 44.1％）が多くなっている。 

52.7

37.3

27.9

25.5

30.0

16.9

12.3

9.0

11.4

10.6

7.0

2.4

1.6

8.8

66.8

44.1

31.3

27.6

21.7

16.2

14.1

11.4

7.4

6.6

3.6

4.8

1.7

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

男女が共に家事・育児・介護等の

           家庭生活に参画している

子育てや介護などと仕事が両立できる

子育てや介護等により一旦退職した

               場合でも再就職しやすい

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など

     男女共に多様な働き方を選択できる

幅広い層の男女が地域活動に

           積極的に参画している

男女共同参画の視点に立った学校等に

         おける教育・学習が充実している

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）や性犯罪等の

                       男女間のあらゆる暴力がない

県・市町の議会議員や管理職として、

政策決定の場で女性が活躍している

生涯を通じた男女の性と健康が守られている

民間企業・団体等の役員や管理職

            として女性が活躍している

自治会活動等の地域活動のリーダー

              として女性が活躍している

女性の起業に対する支援が充実している

その他

特にない

(%)

男性(N=1,355)

女性(N=1,303)
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【性・年代別】 
「子育てや介護により一旦退職した場合でも再就職しやすい」は 20 歳代の女性で多く

なっており、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に多様な働き方を選択でき

る」は 20 歳代の男女で多くなっている。 

男女が共に家事・育児・

介護等の家庭生活に参画している

60.8

57.9

52.3

52.7

49.1

53.7

69.1

74.7

66.2

63.6

68.8

59.8

0 20 40 60 80 100

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=239)

50歳代(N=300)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=188)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=166)

40歳代(N=311)

50歳代(N=253)

60歳代(N=298)

70歳以上(N=179)

(%)

子育てや介護などと

仕事が両立できる

43.2

40.0

45.2

38.7

36.0

23.4

51.1

56.6

46.3

44.3

36.9

37.4

0 20 40 60 80 100 (%)

子育てや介護等により一旦退職

した場合でも再就職しやすい

31.1

19.3

20.1

33.7

31.6

26.1

45.7

30.7

33.1

34.8

29.5

19.6

0 20 40 60 80 100 (%)

労働時間の短縮や在宅勤務の

普及など男女共に多様な働き

方を選択できる

39.2

29.3

23.4

29.7

24.3

14.9

41.5

22.9

32.2

26.5

27.5

17.9

0 20 40 60 80 100 (%)

 

幅広い層の男女が地域

活動に積極的に参画している

10.8

28.6

30.1

24.7

33.8

38.8

8.5

13.9

22.8

18.6

31.5

22.3

0 20 40 60 80 100

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=239)

50歳代(N=300)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=188)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=166)

40歳代(N=311)

50歳代(N=253)

60歳代(N=298)

70歳以上(N=179)

(%)

男女共同参画の視点に立った

学校等における教育・学習が充

実している

16.2

10.0

20.1

12.3

20.0

18.6

8.5

13.3

13.8

15.4

17.4

26.3

0 20 40 60 80 100 (%)

ＤＶ（ドメスティック・バイオレン

ス）や性犯罪等の男女間のあ

らゆる暴力がない

8.1

15.7

10.5

16.7

10.5

11.2

5.3

15.7

17.0

14.6

17.1

6.7

0 20 40 60 80 100 (%)

県・市町の議会議員や

管理職として、政策決定

の場で女性が活躍している

10.8

5.7

4.2

11.7

7.8

15.4

12.8

6.6

8.7

11.5

16.1

10.6

0 20 40 60 80 100 (%)
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生涯を通じた男女の性と

健康が守られている

5.4

14.3

10.0

9.0

14.4

10.6

9.6

15.1

6.4

4.7

7.0

5.6

0 20 40 60 80 100

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=239)

50歳代(N=300)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=188)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=166)

40歳代(N=311)

50歳代(N=253)

60歳代(N=298)

70歳以上(N=179)

(%)

民間企業・団体等の役員や管理

職として女性が活躍している

10.8

4.3

9.6

12.7

11.4

11.2

6.4

9.6

4.5

5.1

8.4

6.7

0 20 40 60 80 100 (%)

女性の起業に対する支援が充

実している

0.0

1.4

0.8

5.0

1.7

3.2

2.1

2.4

7.1

6.3

4.4

2.8

0 20 40 60 80 100 (%)

自治会活動等の地域活動の

リーダーとして女性が活躍して

いる

2.7

2.9

2.5

7.7

11.2

6.9

0.0

1.8

1.3

1.6

5.0

11.7

0 20 40 60 80 100 (%)

 

その他

0.0

4.3

3.3

0.7

1.0

1.1

2.1

2.4

2.6

0.8

1.3

1.1

0 20 40 60 80 100

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=140)

40歳代(N=239)

50歳代(N=300)

60歳代(N=411)

70歳以上(N=188)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=166)

40歳代(N=311)

50歳代(N=253)

60歳代(N=298)

70歳以上(N=179)

(%)

特にない

9.5

7.9

10.0

8.3

5.6

15.4

2.1

3.6

1.6

5.9

6.4

21.8

0 20 40 60 80 100 (%)
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２  県立男女共同参画センターの周知度 

 

●『周知度』は約 3 割、「利用したことがある」は 6.9％ 

県立男女共同参画センターの『周知度』（「利用したことがある」と「利用したことはな

いが知っている。」の合計）は 30.9%となっており、平成 21 年度調査と比較して 2.8 ポイ

ント上昇している。「利用したことがある」は 1.1 ポイント減少している。 

6.9

8.0

24.0

20.1 71.8

69.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(Ｎ＝2,720)

平成21年度調査

　　　(Ｎ＝2,557)

利用したことがある 知らない

利用したことはないが知っている

 
【性別】 

「利用したことがある」、「利用したことはないが知っている」はともに女性の方が高

くなっている。 

8.7

5.3

27.9

20.4 74.3

63.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(N=1,335)

男性(N=1,368)

利用したことがある 知らない

利用したことはないが知っている
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【性・年代別】 

40 歳代、50 歳代の女性の『周知度』が高くなっている。 

2.7

8.7

5.9

7.1

4.9

1.0

2.3

13.5

14.9

8.2

2.2

5.4

15.2

15.2

24.6

25.4

18.2

19.1

26.2

21.2

91.9

76.1

78.9

68.3

69.8

80.8

78.7

65.6

76.6

2.1

30.2

39.2

19.8

54.9

47.3

77.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代(N=74)

30歳代(N=138)

40歳代(N=237)

50歳代(N=309)

60歳代(N=410)

70歳以上(N=198)

〔女性〕20歳代(N=94)

30歳代(N=172)

40歳代(N=311)

50歳代(N=255)

60歳代(N=317)

70歳以上(N=184)

知らない

利用したことはないが知っている

利用したことがある
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３  県立男女共同参画センターに期待する取組 

 
●「男女共同参画に関する講演会・シンポジウム・フォーラム等の企画・開催」が最も多い 

26.2%

25.1%

23.5%

18.7%

18.1%

17.5%

17.4%

16.8%

14.1%

12.8%

10.0%

6.4%

5.4%

3.0%

16.9%

男女共同参画に関する講演会・シンポジウム・

フォーラム等の企画・開催

女性の就労をサポートする就職相談や就職講座、就

職情報の提供

男女共同参画を推進するリーダー、指導

者の育成

女性が社会に参画していくための力をつける講座の

企画・開催

市町への支援(情報提供、人材育成、連携の

強化等）

男女共同参画に関する相談の窓口

ワーク・ライフ・バランス等を実践する経済・労働

団体等との連携

男性や若年層など幅広い層を対象とした講座

男女共同参画に関するＮＰＯ、自主的な活動団

体、ボランティア団体等の活動支援・交流の場づくり

男女共同参画に関する情報、資料、書籍等の

収集、提供

教育や保育現場に携わる教職員等を対象とした研修

起業講座などの女性のチャレンジ支援のための

講座の充実

男女共同参画社会づくりに関する調査研究

その他

特にない

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ＝2,680 
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●女性では、「女性の就労をサポートする就職相談や就職講座、就職情報の提供」が最も多い 

【性別】 
県立男女共同参画センターに期待する取組は、男性では「男女共同参画に関する講演

会、シンポジウム、フォーラム等の企画・開催」が最も多く、女性では、「女性の就労を

サポートする就職相談や就職講座、就職情報の提供」が最も多くなっている。 
また、30 歳代の男女では、他の年代に比べ「ワーク・ライフ・バランス等を実践する

経済・労働団体との連携」が高く、25％を超えている。 

29.4 

18.1 

26.8 

16.1 

16.8 

15.9 

17.4 

18.2 

14.8 

14.9 

9.3 

4.0 

5.7 

2.9 

19.0 

22.7 

32.2 

19.9 

21.3 

19.4 

19.0 

17.3 

15.3 

13.4 

10.7 

10.8 

8.6 

4.8 

3.1 

14.7 

0 10 20 30 40

男女共同参画に関する講演会、シンポジウム、

フォーラム等の企画・開催

女性の就労をサポートする就職相談や

就職講座、就職情報の提供

男女共同参画を推進する

リーダー、指導者の育成

女性が社会に参画していくための力をつける講座の企画・開催

市町への支援（情報提供、

人材育成、連携の強化等）

男女共同参画に関する相談の窓口

ワーク・ライフ・バランス等を実践する

経済・労働団体等との連携

男性や若年層など幅広い

層を対象とした講座

男女共同参画に関するＮＰＯ、自主的な活動団体、

ボランティア団体等の活動支援・交流の場づくり

男女共同参画に関する情報、

資料、書籍等の収集、提供

教育や保育現場に携わる教職員等を対象とした研修

起業講座などの女性のチャレンジ支援のための講座の充実

男女共同参画社会づくりに関する調査研究

その他

特にない

(%)

男性(N=1,361)

女性(N=1,302)
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【性・年代別】 
60 歳代、70 歳以上の男性で「男女共同参画に関する講演会、シンポジウム、フォーラ

ム等の企画・開催」が多く、20 歳代から 50 歳代の女性で「女性の就労をサポートする

就職相談や就職講座、就職情報の提供」が多くなっている。 

男女共同参画に関する講演会、

シンポジウム、フォーラム等の企画・開催

27.8

23.9

25.1

26.4

33.3

35.1

8.7

13.1

23.0

20.3

31.1

27.7

0 10 20 30 40 50

〔男性〕20歳代(N=72)

30歳代(N=142)

40歳代(N=235)

50歳代(N=307)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=188)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=168)

40歳代(N=309)

50歳代(N=246)

60歳代(N=312)

70歳以上(N=173)

(%)

女性の就労をサポートする

就職相談や就職講座、就職

情報の提供

12.5

17.6

17.9

19.9

17.6

18.6

32.6

36.9

37.2

35.8

26.9

22.0

0 10 20 30 40 50 (%)

男女共同参画を推進する

リーダー、指導者の育成

27.8

21.1

22.1

27.7

28.5

31.9

16.3

14.9

19.1

16.7

26.0

22.0

0 10 20 30 40 50 (%)

女性が社会に参画していくため

の力をつける講座の企画・開催

5.6

16.9

15.3

12.7

16.4

23.9

16.3

21.4

19.4

22.8

26.9

15.0

0 10 20 30 40 50 (%)

 

市町への支援（情報提供、

人材育成、連携の強化等）

16.7

17.6

11.9

18.2

18.6

16.0

16.3

23.8

12.3

15.4

27.6

20.8
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〔男性〕20歳代(N=72)

30歳代(N=142)

40歳代(N=235)

50歳代(N=307)

60歳代(N=414)

70歳以上(N=188)

〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=168)

40歳代(N=309)

50歳代(N=246)

60歳代(N=312)

70歳以上(N=173)

(%)

男女共同参画に

関する相談の窓口

16.7

9.9

14.9

21.8

15.9

11.7

19.6

13.1

21.4

21.5

14.7

24.9

0 10 20 30 40 50 (%)

ワーク・ライフ・バランス等

を実践する経済・労働団体

等との連携

13.9

26.8

23.0

20.2

12.8

10.6

18.5

27.4

21.0

15.4

14.1

7.5

0 10 20 30 40 50 (%)

男性や若年層など幅

広い層を対象とした講座

22.2

15.5

17.9

13.0

21.3

21.3

25.0

8.3

15.9

14.6

13.8

19.7

0 10 20 30 40 50 (%)
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男女共同参画に関するＮＰＯ、自主的な活動団体、

ボランティア団体等の活動支援・交流の場づくり

2.8

14.1

9.4

14.7

20.5

14.4

13.0

6.0

20.7

7.3

11.9

19.1
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40歳代(N=235)

50歳代(N=307)

60歳代(N=414)
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〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=168)

40歳代(N=309)

50歳代(N=246)

60歳代(N=312)

70歳以上(N=173)

(%)

男女共同参画に関する情報、

資料、書籍等の収集、提供

22.2

7.0

8.1

12.4

20.3

18.6

6.5

10.1

7.1

10.2

17.0

9.2

0 10 20 30 40 50 (%)

教育や保育現場に携わる

教職員等を対象とした研修

2.8

11.3

11.9

7.5

9.7

9.6

10.9

13.1

8.4

10.2

13.1

9.8

0 10 20 30 40 50 (%)

起業講座などの女性の

チャレンジ支援のための講座

の充実

0.0

4.9

4.3

5.2

4.3

2.1

4.3

10.1

12.3

13.8

4.5

2.9

0 10 20 30 40 50 (%)

 

男女共同参画社会づくりに

関する調査研究

11.1

4.2

1.7

7.2

5.3

8.5

4.3

6.0

6.5

1.6

6.4

2.9
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40歳代(N=235)
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〔女性〕20歳代(N=92)

30歳代(N=168)

40歳代(N=309)

50歳代(N=246)

60歳代(N=312)

70歳以上(N=173)

(%)

その他

0.0
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2.1
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6.0
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3.3
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2.3
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特にない
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